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ものづくりマイスター制度

ものづくりマイスター制度とは…

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業

若者のものづくり離れ、技術離れが見られる中、技能労働者の地位の向上を図り、若者が進んで技能者を目指す環境を
整備するために、高度な技能を持つ「ものづくりマイスター」を派遣する制度。企業・業界団体、教育現場の声を

採り入れながら、広く若年技能者への技能・技術指導を行います。

ものづくりマイスターは技能に優れ、技能維持・継承や
人材育成等の活動ができる技能者。厚生労働省が認定しています。

派遣対象
・宮城県内の中小企業（製造業、建設業）
・教育訓練機関（工業高校、職業訓練校等）

指導分野

製造、建設職種に対応

指導期間
【中小企業】1人最大20回まで
【教育訓練機関】1人最大10回まで
1回の指導時間は3時間までとなります。

指導内容
技能競技大会の課題または技能検定の実
技課題等を活用した実技指導

費用等
ものづくりマイスターに対する謝金、旅費、
材料費【上限 2,160円／人（税込）】は宮城
県技能振興コーナーが負担します。

申込み

随時（当コーナーまでご相談ください）

ものづくりマイスター
制度の仕組み

宮城県
技能振興コーナー

●企業等の若年労働者
●業界団体の若年労働者
●教育訓練機関の生徒

●若年技能者の人材育成に
  係る相談・援助
●ものづくりマイスターの
  派遣コーディネート

ものづくり
マイスター

ものづくり
マイスター
データベース

シンボルマーク＝「継承される技能」
ものづくりマイスターの「Ｍ」の字を

モチーフに、２人の技能者を表しています。
左側は手を動かし研鑽を積んで

成長している若年技能者、右側は
ものづくりマイスターを表しています。 

優れた技能を確かに伝承する
「厚生労働省

ものづくりマイスター」の
シンボルマークが決定しました

利用者が増えています！

5職種
39回・462人 

平成25年度

８職種
219回・1,502人 

平成26年度
●高等学校 ： 165回・1,180人
●公共職業訓練校 ： 6回・42人
●中小企業 ： 48回・280人
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 ぜひご活用
ください！

学びの環境づくりから未来の人材育成へ

若年技能者の人材育成・技能継承をお考えの事業主・教育機関等の皆様へ

実技
指導

認
定
・
登
録相

談

派遣依

頼

技の肖像
江雲堂 登米店

松笠風鈴

「設備工事」業界
資格アレ・コレ 

「設備工事」業界
特集・業界の勉強

江雲堂 登米店

松笠風鈴
ま つ か さ



ゆ   さ 　  あ り た だ

遊佐 有正さん

宮城県工業高等学校

た か は し    こ う  じ

高橋 宏治さん

一般財団法人 東北電気保安協会

と く  た    よ し  え

ぬ ま  た    の り あ き

オガーレ

　設
備
工
事
に
関
連
し
た
知
識
や
技
術
は
、
建
築
学

科
を
持
つ
大
学
な
ど
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
新
規
学
卒
者
か
ら
新
た
な
職
業
に
挑
戦
し
よ
う
と

す
る
人
た
ち
ま
で
広
く
門
戸
を
開
い
て
い
る
の
が「
県

立
高
等
技
術
専
門
校
」
で
す
。
こ
こ
で
は
資
格
取
得

の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　県
内
に
あ
る
５
校
の
う
ち
、
仙
台
校
に
は
「
設
備

工
事
科
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
住
宅
や
ビ

ル
な
ど
の
給
排
水
・
ガ
ス
設
備
・
空
調
設
備
な
ど
の

設
計
や
、
工
事
費
用
の
計
算
方
法
、
工
事
の
技
能
、

設
備
の
検
査
と
い
っ
た
、
よ
り
実
践
的
な
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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、

ど
ん
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が
あ
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設備工事業界

し ょ う じ   し ゅ ん

 ぢ が み 　しょうへい

た か は し 　と し ゆ き

た け や ま 　 す   ず   か

　電
気
や
水
道
、
ガ
ス
は
、
今
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
生
活
や
産
業
の
基
盤
と
な
る
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
と
い
っ
た
施
設
・
設
備
が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
た
ち
の

生
活
は
成
り
立
つ
の
で
す
。

　こ
れ
ら
を
扱
う
の
は
、
建
設
業
の
中
で
も
特
に
「
設

備
工
事
業
」
で
す
。
設
備
工
事
業
は
、
さ
ら
に
細
か
く

分
類
さ
れ
て
お
り
、
発
電
設
備
や
電
線
の
取
り
付
け
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
う
電
気
工
事
業
、
空
調
・
給

排
水
・
冷
凍
冷
蔵
装
置
な
ど
の
工
事
を
行
う
管
工
事
業
、

有
線
通
信
や
無
線
通
信
な
ど
の
工
事
を
行
う
電
気
通
信

工
事
業
、
そ
の
他
エ
レ
ベ
ー
タ
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
設
置

に
関
わ
る
機
械
器
具
設
置
工
事
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　様
々
な
業
種
が
あ
る
設
備
工
事
業
界
で
す
が
、主
な

仕
事
の
内
容
、つ
ま
り
設
備
の
取
り
付
け
、修
理
、メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
と
い
っ
た
基
本
的

な
部
分
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

　ビ
ル
な
ど
の
大
き
な
建
物
か
ら
個
人
の
家
ま
で
、

現
場
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
知
識
や
技
能
が
異
な
る

た
め
、
各
会
社
は
専
門
性
を
活
か
し
た
得
意
分
野
を

持
っ
て
い
ま
す
。中
に
は
複
数
の
分
野
や
業
種
を
一

手
に
引
き
受
け
て
い
る
、
総
合
設
備
工
事
会
社
も
あ

り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
会
社
が
連
携
す
る
こ
と
で
、私
た
ち
の
快

適
な
生
活
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・ガス溶接技能講習修了証
・研削といしの取替え等の業務に係る特別教育

修了証
・アーク溶接特別教育修了証
・液化石油ガス設備士
・２級技能検定【建築配管作業】
・第一類消防設備士
・二級ボイラー技士
・乙種第４類危険物取扱者
・玉掛け技能講習修了証
・小型移動式クレーン運転技能講習修了証
・小型車両系建設機械運転特別教育修了証

仙台高等技術専門校で取得可能な資格

設備工事業
分類項目

参考 :日本標準産業分類（総務省）

電気工事業

送電線・配電線や、発電所・変
電所の設備、ビルなどの大規模
な建造物の照明や配線、道路照
明の工事などを行います。

電気通信・
信号装置工事業

電話や無線設備などの工事を
行う「電気通信工事業」、有線
放送設備の工事を行う「有線
テレビジョン放送設備設置工
事業」、道路交通や鉄道に関連
する信号機の工事を行う「信
号装置工事業」があります。

管工事業

冷暖房・空調・上下水道・ガス・
冷凍冷蔵・衛生（水洗トイレや浄
化槽など）の設備や、金属製など
の管を使用して水・ガス・水蒸気
などを送配する設備の設置工事を
行います。

機械器具設置工事業

大規模なポンプ設備や昇降機付
き立体駐車場、自動ドアなど、
現場での機械の組み立てや解体
を必要とする機械装置の工事を
行います。

その他の
設備工事業

●築炉工事業
溶鉱炉・焼却炉などの窯炉建設工事

●熱絶縁工事業
管やボイラーなど熱絶縁工事

●道路標識設置工事業
道路に標識を設置

●さく井工事業
さく井、観測井、温泉掘削、浅井戸
の築造、揚水設備の設置

　東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
普
段
当
た
り
前
に
あ

る
イ
ン
フ
ラ
が
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

施
設
の
災
害
復
旧
工
事
や
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
で

も
、
設
備
工
事
業
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。県
内
に

数
あ
る
関
連
企
業
の
中
に
は
、
復
旧
工
事
な
ど
に
携

わ
る
建
設
会
社
と
連
携
し
な
が
ら
電
気
設
備
や
配
管

工
事
を
施
工
す
る
企
業
、
災
害
時
で
も
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
設
備
に
耐
震
補
強
を
施
す
企
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　大
き
な
災
害
は
い
つ
訪
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
前
の
備
え
と
し
て
災
害
に
強
い
建
物
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
設
備

工
事
業
は
そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
業
種
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る

設
備
工
事
業
界

専
門
性
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献

設
備
工
事
を
学
べ
る

仙
台
高
等
技
術
専
門
校

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て

ま つ か さ
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エ
ス
カ
レ
ー
タ
設
置

に
関
わ
る
機
械
器
具
設
置
工
事
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　様
々
な
業
種
が
あ
る
設
備
工
事
業
界
で
す
が
、主
な

仕
事
の
内
容
、つ
ま
り
設
備
の
取
り
付
け
、修
理
、メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
と
い
っ
た
基
本
的

な
部
分
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

　ビ
ル
な
ど
の
大
き
な
建
物
か
ら
個
人
の
家
ま
で
、

現
場
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
知
識
や
技
能
が
異
な
る

た
め
、
各
会
社
は
専
門
性
を
活
か
し
た
得
意
分
野
を

持
っ
て
い
ま
す
。中
に
は
複
数
の
分
野
や
業
種
を
一

手
に
引
き
受
け
て
い
る
、
総
合
設
備
工
事
会
社
も
あ

り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
会
社
が
連
携
す
る
こ
と
で
、私
た
ち
の
快

適
な
生
活
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・ガス溶接技能講習修了証
・研削といしの取替え等の業務に係る特別教育

修了証
・アーク溶接特別教育修了証
・液化石油ガス設備士
・２級技能検定【建築配管作業】
・第一類消防設備士
・二級ボイラー技士
・乙種第４類危険物取扱者
・玉掛け技能講習修了証
・小型移動式クレーン運転技能講習修了証
・小型車両系建設機械運転特別教育修了証

仙台高等技術専門校で取得可能な資格

設備工事業
分類項目

参考 :日本標準産業分類（総務省）

電気工事業

送電線・配電線や、発電所・変
電所の設備、ビルなどの大規模
な建造物の照明や配線、道路照
明の工事などを行います。

電気通信・
信号装置工事業

電話や無線設備などの工事を
行う「電気通信工事業」、有線
放送設備の工事を行う「有線
テレビジョン放送設備設置工
事業」、道路交通や鉄道に関連
する信号機の工事を行う「信
号装置工事業」があります。

管工事業

冷暖房・空調・上下水道・ガス・
冷凍冷蔵・衛生（水洗トイレや浄
化槽など）の設備や、金属製など
の管を使用して水・ガス・水蒸気
などを送配する設備の設置工事を
行います。

機械器具設置工事業

大規模なポンプ設備や昇降機付
き立体駐車場、自動ドアなど、
現場での機械の組み立てや解体
を必要とする機械装置の工事を
行います。

その他の
設備工事業

●築炉工事業
溶鉱炉・焼却炉などの窯炉建設工事

●熱絶縁工事業
管やボイラーなど熱絶縁工事

●道路標識設置工事業
道路に標識を設置

●さく井工事業
さく井、観測井、温泉掘削、浅井戸
の築造、揚水設備の設置

　東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
普
段
当
た
り
前
に
あ

る
イ
ン
フ
ラ
が
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

施
設
の
災
害
復
旧
工
事
や
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
で

も
、
設
備
工
事
業
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。県
内
に

数
あ
る
関
連
企
業
の
中
に
は
、
復
旧
工
事
な
ど
に
携

わ
る
建
設
会
社
と
連
携
し
な
が
ら
電
気
設
備
や
配
管

工
事
を
施
工
す
る
企
業
、
災
害
時
で
も
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
設
備
に
耐
震
補
強
を
施
す
企
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　大
き
な
災
害
は
い
つ
訪
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
前
の
備
え
と
し
て
災
害
に
強
い
建
物
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
設
備

工
事
業
は
そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
業
種
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る

設
備
工
事
業
界

専
門
性
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献

設
備
工
事
を
学
べ
る

仙
台
高
等
技
術
専
門
校

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て

ま つ か さ

オガーレ！ ACE Vol.5  1
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の
づ
く
り
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

　
1
9
7
1
年
に
操
業
を
始
め
た
船
岡
事
業
所（
柴

田
郡
柴
田
町
）
で
は
、主
力
製
品
で
あ
る
各
種
電
線
・

ケ
ー
ブ
ル
類
を
一
貫
生
産
。
例
え
ば
銅
電
線
の
場
合
、

材
料
と
な
る
銅
を
購
入
し
て
電
線
用
の
銅
線
に
加

工
し
、
そ
の
後
ビ
ニ
ル
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
被

覆
加
工
を
施
し
て
電
線
を
完
成
さ
せ
、
お
客
様
の

希
望
す
る
長
さ
や
出
荷
形
態
に
仕
上
げ
る
と
こ
ろ

ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
。

　
船
岡
事
業
所
は
「
電
力
線
工
場
」「
通
信
線
工
場
」

な
ど
の
4
工
場
と
物
流
部
門
で
構
成
さ
れ
る
。
最

新
鋭
の
設
備
と
優
れ
た
生
産
技
術
の
下
で
製
造
を

行
う
こ
と
で
、
き
め
細
か
く
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
る
。

　「
父
親
が
自
動
車
整
備
士
だ
っ
た
の
で
、
幼
い
頃

か
ら
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語

る
庄
子
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
後
、
北
日
本
電
線

に
入
社
。
船
岡
事
業
所
の
電
線
事
業
部
製
造
部
に

機械のセッティングを行う庄子さん。機械操作は
念には念を入れて行う
敷地面積199,381㎡を誇る船岡事業所には 4つの
工場があり、庄子さんが勤務する電力線工場は 24
時間、機械音が鳴り響く
裸の銅線（右手前）にビニルの絶縁体を被覆する。
銅線が定速で送り込まれ、絶縁されていく

3

2

1

所 在 地

取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 領 域

企 業 理 念

企業情報

北日本電線株式会社
／本社：仙台市太白区鈎取字向原前 6-2
   TEL　022-307-1800
　FAX　022-307-1763
　http://www.kitaniti-td.co.jp
／三浦 政彦
／1946年 7月
／ 356人（2015 年 3月 31日現在）
／電線・ケーブル、光ケーブル、光部品、

融雪商品、暖房器などの技術開発、及び
各種点検・劣化診断

／社会の繁栄に貢献する価値の創造

工場

発電所

送電線

全電化マンションFTTHマンション

全電化

住宅

架空配
電線

架空配
電線

地中配
電線

地中配
電線

変電
発電所

学校・病院・公共施設

送電線劣化調査

蓄熱式電気床暖房システム

暮らしの中で役立っている
北日本電線の製品

光クロージャ
架空や地中（マンホールなど）での光ケー
ブル相互の接続材。特殊なパッキンを採
用し、作業性及び保守性に優れている。

プレハンガ形光ファイバケーブル
離着雪性・作業性・
安全性・経済性に優
れた光ファイバケー
ブル。着雪時の厳し
い気候条件下でも
安全に使用できる。

光スプリッタ
光信号を用途・目的に応じて結合・
分岐させる光デバイス。低損失・高
信頼性を追求し、コンパクトで性能
の高さには定評がある。

屋内用光キャビネット
LAN-FTTH※などのビル内や宅内
配線に用いる小型・軽量の接続箱。

※FTTH…Fiber To The Homeの
略で、光ファイバを一般個人宅へ直
接引き込む、光通信網の構成方式を
表す

配電ケーブル
高圧配電線として
導体撚線の隙間を
ポリエチレン系樹脂
で完全に埋め、電線
内部への雨水侵入
を防ぐ。

ヒートポンプ式基礎蓄熱
暖房・冷房システム
環境に優しいヒートポンプ※技術を
活用した、快適で経済的な暖房・冷
房システム。

木質電気床暖房パネル
ダブルヒータ
の採用により、
床面を素早く
暖める。臭い
や騒音のない

快適な生活空間を実現。

ロードヒーティングシステム
電熱式融雪シ
ステムは、電線
専門メーカーと
しての実績と約

60年にわたる克雪研究の賜物だ。
多雪地帯における冬の交通と快適
な生活環境を支えている。

業務用エコキュート
大気の熱を活用し
て熱エネルギーを
作る。低ランニング
コストでありなが

ら、高温の湯を大量供給できる。

産業用自動化・省力化装置
自動加工、組立ライン及び自動検
査装置など最適なシステムを構
築。設計から据付け、アフターフォ
ローまで一貫したサービスを提供
している。

※少ないエネルギーで、空気中などか
ら熱をかき集めて、大きな熱エネル
ギーとして利用する技術のこと

3

2
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暮
ら
し
と
産
業
を
支
え
る
製
品
と
最
先
端
の
技

術
で
社
会
に
貢
献
す
る
─
─
1
9
4
6
年
の
創

立
以
来
、
常
に
北
日
本
電
線
の
思
い
は
変
わ
ら
な

い
。
と
り
わ
け
、
東
北
の
気
候
特
性
で
あ
る
雪
や

雷
な
ど
の
厳
し
い
条
件
を
克
服
す
る
た
め
の
、
電

線
・
ケ
ー
ブ
ル
に
関
わ
る
技
術
開
発
力
は
、
業
界

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
。
電
気
の
安
定
供
給

を
通
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
電
線
は
主
に
電
力
線
と
通
信
線
に
分
類
さ
れ
る
。

北
日
本
電
線
は
、
長
年
に
渡
り
培
っ
て
き
た
電
線

製
造
技
術
を
も
と
に
、
光
ケ
ー
ブ
ル
や
光
部
品
※

な
ど
を
開
発
。
特
に
光
部
品
の「
微
細
加
工
技
術
」

は
国
際
水
準
の
技
術
を
有
し
、
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
視
野
に
入
れ
た
事
業
展
開
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
使
用
済
み
電
線
を
再
利
用
す
る
な

ど
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
開
発
・
生
産

に
も
積
極
的
だ
。

　
北
日
本
電
線
は
、
創
立
以
来
蓄
積
し
て
き
た
技

術
に
一
層
磨
き
を
か
け
、
お
客
様
に
高
品
質
の
製
品

を
提
供
し
て
い
る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
次
世
代
へ

と
引
き
継
い
で
い
く
製
造
現
場
で
、
誠
実
に
責
任

感
を
も
っ
て
製
造
開
発
に
取
り
組
む
人
材
は
、
会

社
の
貴
重
な
財
産
だ
。
会
社
が
持
つ「
技
術
力
」「
現

場
力
」「
人
財
力
」
が
一
体
と
な
っ
て
、
確
か
な
も

電力供給の基盤を支え、ライフラインを担う
製造

庄
し ょ う じ

子 瞬
しゅん

さん（24 歳）
北日本電線株式会社（仙台市）

1

C A S E   

01仕事
図鑑

震
災
が
も
た
ら
し
た
転
機
を
活
か
し

も
の
づ
く
り
の
視
野
を
広
め
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

暮
ら
し
と
産
業
の
あ
る
と
こ
ろ

そ
の
全
て
が
北
日
本
電
線
の
事
業
領
域
に

確
か
な
実
績
と
も
の
づ
く
り
を
支
え
る

技
術
・
現
場
・
人
財
の
3
つ
の
力

※
光
部
品
…
光
通
信
の
伝
送
シ
ス
テ
ム
に
搭
載
さ
れ
る
部
品
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高
校
在
学
中
に
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
師
や

第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
、
ク
レ
ー
ン

及
び
ク
レ
ー
ン
に
物
を
掛
け
外
し
す
る
玉

掛
け
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
と
即
戦
力

に
な
り
ま
す
よ
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運

転
免
許
や
危
険
物
取
扱
者
の
資
格
も
、
入

社
後
に
は
取
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。

　
作
業
は
段
取
り
の
仕
方
に
し
て
も
、
工

具
の
扱
い
に
し
て
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

先
輩
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
、
い
い
仕

事
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
私
は
常
に
「
行
動
の
意
味
」
を
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
効
率
的
な
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
、
自
分
へ
問
い
か
け
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
上
司
や
先
輩
、

周
り
の
人
た
ち
と
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
自
分
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
と
っ
て

も
役
に
立
ち
ま
す
よ
。

高校の先輩・今野さんとは震災後、営業職に配属され苦楽をともに
した

フォークリフトの免許を持つ庄子さん。工場の中で自在に
操る

機械操作の段取りは製品の品質を左右す
るため、とりわけ神経をつかう

製造部の活気ある雰囲気も、優れた「人財」を育む一因に

現場は1日 3 交替制となっており、前任者からの引き継ぎ
は迅速かつ的確に行われる

絶縁工程。裸の銅線が絶縁体で被覆
されるまで、機械は止まることはない 

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

ず
で
す
」
と
意
欲
的
だ
。
庄
子
さ
ん
の
、
も
の

づ
く
り
第
二
ス
テ
ー
ジ
は
今
始
ま
っ
た
。

8:00

朝
礼

今
日
1
日
の
作
業
内
容
を
通
達
・
確
認
す
る

7:55

ラ
ジ
オ
体
操

仕
事
前
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

7:45

出
社

定
時
よ
り
早
め
に
出
社
し
、
1
日
が
ス
タ
ー
ト

15:00

運
搬
・
搬
送

次
の
シ
フ
ト
の
勤
務
者
へ
仕
事
の
引
き
継
ぎ
を
行
い
、
そ

の
後
に
製
品
・
材
料
の
運
搬
な
ど
、
加
工
以
外
の
作
業
も

行
う

16:20

清
掃

機
械
の
周
り
が
き
れ
い
だ
と
、
異
常
が
あ
る
と
ひ
と
目

で
分
か
る

16:30

引
き
継
ぎ

次
の
勤
務
者
に
、
状
況
を
報
告
・
伝
達
す
る

8:15

引
き
継
ぎ

夜
勤
者
か
ら
作
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
引
き
継
ぐ
。
機
械

の
周
り
の
清
掃
も
行
う

17:00

退
社

8:30

機
械
操
作
の
段
取
り

一
度
動
き
始
め
た
ら
機
械
は
停
止
で
き
な
い
た
め
、
1
日
の

作
業
内
容
の
確
認
は
綿
密
に

12:00

昼
食

機
械
を
止
め
な
い
た
め
、
交
替
で
昼
食
を
取
る

9:30

製
造
開
始

ひ
と
時
も
気
を
緩
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
作
業
が
続
く

庄
子 

瞬
さ
ん
の

 

あ
る
1
日
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配
属
さ
れ
た
。
地
元
に
密
着
し
た
歴
史
あ
る
企
業
、

高
校
の
先
輩
た
ち
が
勤
め
て
い
る
企
業
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
北
日
本
電
線
に
は
親
近
感
が
あ
っ
た
。

　「
自
分
の
受
け
持
ち
は
電
力
線
ケ
ー
ブ
ル
。
裸

の
銅
線
に
ビ
ニ
ル
の
絶
縁
体
を
覆
い
か
ぶ
せ
る
作

業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
感
電
を
防
ぐ
た
め
に
絶

縁
は
と
て
も
重
要
な
ん
で
す
よ
」。
庄
子
さ
ん
は

電
力
線
工
場
で
働
き
、
24
時
間
3
交
替
で
絶
縁
工

程
に
従
事
し
て
い
る
。
ひ
と
口
に
絶
縁
と
言
っ
て

も
、
そ
の
種
類
は
様
々
で
、
製
品
に
よ
り
作
業
内

容
が
異
な
る
大
変
な
作
業
だ
。

　
時
に
は
、
複
数
の
機
械
を
同
時
に
使
い
こ
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。「
機
械
を
毎
日
操

作
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
技
術
を
地
道
に
習
得
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
庄
子
さ
ん
。
機
械
が
停
止
し
て

い
る
合
間
に
は
、「
エ
ア
操
作
」
を
し
て
作
業
の
イ

メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

　
絶
縁
工
程
で
は
一
度
機
械
が
動
き
始
め
る
と
、

終
了
す
る
ま
で
止
め
ら
れ
な
い
。「
作
業
が
2
、

3
時
間
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
し
、
自
分
の
担

当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
物
に
よ
っ
て
は
数
日
間

動
き
っ
ぱ
な
し
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
焦
り
は
禁
物
。
最
初
の
設
定
を
誤
る
と
、

全
て
が
不
良
品
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
ら
ね
」
と

冗
談
を
交
え
て
語
る
庄
子
さ
ん
。
そ
の
屈
託
の
な

い
表
情
か
ら
は
、
も
の
づ
く
り
を
心
か
ら
楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

　
庄
子
さ
ん
が
絶
縁
工
程
で
ス
キ
ル
を
積
み
重
ね

て
2
年
半
経
っ
た
頃
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
。
こ
の
震
災
は
北
日
本
電
線
に
も
様
々
な
転
機

を
も
た
ら
し
た
。
庄
子
さ
ん
が
2
0
1
2
年
11

月
か
ら
15
年
3
月
ま
で
の
間
、
営
業
部
に
異
動
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
そ
の
ひ
と
つ
。
震
災
に
よ

り
大
き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
根
本
的
に
克
服

す
る
必
要
が
生
じ
、「
現
場
の
人
間
も
営
業
の
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
る
べ
き
だ
」
と
い
う
戦
略
で
異

例
の
人
事
が
行
わ
れ
た
。

　「
現
場
の
人
間
が
営
業
に
移
る
の
は
創
立
以
来

初
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
春
、
元
の
部
署
に
戻
り
ま

し
た
が
、
自
分
も
同
僚
た
ち
も
戻
っ
て
く
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
笑
う
庄
子
さ
ん
に

と
っ
て
、
営
業
経
験
は
収
穫
も
大
き
か
っ
た
よ
う

だ
。「
営
業
に
配
属
さ
れ
る
ま
で
は
気
に
な
ら
な

か
っ
た
お
客
様
の
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
ね
。
伝
票
の
処
理
を
通
じ
て
自
分
た
ち
が

作
っ
て
い
る
製
品
を
、
ど
う
い
っ
た
方
々
が
使
っ

て
い
る
の
か
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
る
庄
子
さ
ん
。「
も
の
を
見
る
目
が
変
わ
り
、

製
造
だ
け
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
面
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
製
造
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
活
か
せ
る
は

　
庄
子
君
の
よ
う
に
、
も
の
づ
く
り
か
ら
入
っ
て
、
営
業
を
経
験
し
た

社
員
は
当
社
の
69
年
に
及
ぶ
歴
史
上
初
め
て
。
2
年
半
の
営
業
経
験

か
ら
、
顧
客
の
求
め
る
も
の
が
何
な
の
か
を
強
く
意
識
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
、
彼
に
と
っ
て
も
大
き
な
糧
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
失
敗
を
恐
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
、
失
敗
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
、
し
っ
か
り
反
省
す
る
こ
と

も
大
事
。
ま
た
、
今
や
っ
て
い
る
方
法
が
良
い
、
と
思
い
込
ま
な
い
で
、

自
分
た
ち
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
自
立
自
発
型
の
も
の
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
時
代
は
、
お
客
様
の
元
に
製
品
を
物
と
し
て
届
け
る
と
い
う
よ

り
も
、
家
族
と
の
絆
・
命
を
繋
ぐ
・
明
る
さ
・
温
か
さ
を
届
け
る
の
だ
、

と
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
色
々
な
経
験
を
積
ん
で
、
庄
子
君

に
は
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
く
れ
る
と
、
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
ず
に

自
立
自
発
型
の
も
の
づ
く
り
を
目
指
し
て
ほ
し
い

上司 に
聞
く

電線事業部 製造部 
製造グループリーダー 

阿部 欣一さん

C A S E   

01仕事
図鑑

　
製
造
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
は
82
人
だ
が
、

そ
の
う
ち
庄
子
さ
ん
と
同
じ
絶
縁
工
程
を
担

当
す
る
の
は
8
人
。3
交
替
制
の
勤
務
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
毎
日
の
引
き
継
ぎ
も
大
切
だ
。

自
分
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
次
の
現
場
作
業

員
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
な
い
よ
う
に
、
庄

子
さ
ん
は
日
々
心
掛
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

社
内
に
大
勢
い
る
先
輩
た
ち
か
ら
、
も
の
づ

く
り
の
技
術
を
学
び
つ
つ
知
見
を
広
め
、
効

率
の
良
い
作
業
が
で
き
る
よ
う
創
意
工
夫
を

重
ね
て
い
る
。

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！

電
力
線
の
絶
縁
工
程
に
携
わ
り

技
術
の
習
得
も
意
欲
的
に
取
り
組
む

震
災
を
き
っ
か
け
に
営
業
職
へ

こ
の
転
機
が
新
た
な
第
一
歩
に
な
る

電力供給の基盤を支え、
ライフラインを担う
製造

庄子 瞬さん（24 歳）
北日本電線株式会社（仙台市）
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は
3
カ
月
遅
れ
で
の
入
社
と
な
っ
た
。
　

　「
会
社
も
地
域
も
震
災
か
ら
の
復
旧
に
動
い
て

い
る
中
で
の
入
社
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
わ
る

仕
事
を
し
て
い
る
企
業
な
の
で
、
私
も
役
に
立

ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
語
る
武
山
さ
ん
。

　
2
0
1
3
年
、
本
社
機
能
を
末
広
町
に
完
全

に
移
転
。
街
の
復
旧
と
と
も
に
発
生
す
る
様
々

な
施
設
の
電
気
設
備
の
設
計
・
施
工
や
、
国
道

の
維
持
工
事
に
関
わ
る
街
灯
や
情
報
板
、
信
号

機
等
の
設
置
や
補
修
工
事
な
ど
、
様
々
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
整
備
の
作
業
を
担
っ
て
き
た
。 

　
電
気
設
備
工
事
を
中
心
と
す
る
北
上
電
設
工
業

は
、
も
う
一
つ
の
柱
と
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を

進
め
て
い
る
。「
エ
コ
シ
ル
フ
ィ
」
と
い
う
自
社

で
開
発
し
た
「
天
井
フ
ァ
ン
に
よ
る
冷
暖
房
環
境

向
上
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ス
テ
ム
」
の
販
売
だ
。

2
0
0
5
年
に
は
東
北
の
中
小
企
業
で
は
初
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
賞
を
受
賞
、
06
年
に
は
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
輝
か
し
い
受
賞

実
績
を
誇
る
。

　
こ
の
エ
コ
シ
ル
フ
ィ
の
営
業
推
進
を
行
う
部
署

に
武
山
さ
ん
は
所
属
す
る
。

　「
自
慢
で
き
る
自
社
製
品
の
営
業
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
快
適
な

環
境
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
製

品
で
す
の
で
、
お
客
様
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
通
常
、暖
房
に
よ
る
暖
気
は
天
井
付
近
に
た
ま
っ

製品の設置現場で効果を
実感する。実際の現場の
状況を知ることではじめて、
効果的な営業提案につなげ
られるという
通信関連、空調、交通信
号機など各種電気設備の
施工管理を担う
震災後の2013 年には本社
機能を末広町に移し、地域
の復旧に地元電気設備工
事企業として尽力している

省
エ
ネ
大
賞
を
受
賞
し
た
エ
コ
シ
ル
フ
ィ
の

製
造
・
販
売
に
チ
カ
ラ
を
入
れ
る

2

3

1

2

3

①温度ムラの解消で快適環境がつくれる
②省エネ効果が20～30％
③エアコン能力を 20％削減しても冷暖房
効果は同じ

④結露防止、カビ防止効果
⑤排気効率の向上
⑥冷暖房、中間期共、年中使える
⑦エアカーテン的効果
⑧会議中眠気がおきない
⑨空気がよどまなく、さわやかな環境になる

エコシルフィのメリット

冷暖房エネルギーを最大30％省エネ！
室内の温度ムラを一気に解消！

室内環境改善型
省エネシステム
室内環境改善型
省エネシステム

省エネ大賞を受賞した自社開発商品であるエコシルフィ商品ラインナップ。
冷暖房時の温熱環境改善を図り、電気代の節約にもつなげる。再生プラスチッ
ク利用によるエコマークの認定も受けている

ファンのおかげで快適。4℃設定ダウンで
も足元約 10℃アップ。おまけに 20％以上
の省エネ（某工場における実測値）

天井付近には熱だまりができる一方で足元
は寒いまま。エアコンから離れた場所ほど
深刻。上下の平均温度差は約15℃

エコシルフィ
設置前

エコシルフィ
設置後

所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 領 域

企 業 方 針

企業情報

北上電設工業株式会社
／石巻市末広町 2-10
   TEL　0225-96-4140
　FAX　0225-93-8090
　http://kitakami.co.jp/
／髙橋 寛治
／1975 年 1 月 
／ 33 人（2015 年 6 月 10 日現在）
／電気工事業・電気通信工事業・電気器具類

販売・空調設備工事・交通信号機工事・省
エネ機器製作販売・オール電化設備工事

／当社は環境を開拓できる企業目指し、①社
会から求められる企業②目標とする社員像
を目指した人づくり③社員の生きがいの創出
と人間性向上を実現
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1
9
7
5
年
、
石
巻
市
三
ツ
股
に
電
気
工
事

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
北
上
電
設
工
業
。

　
一
般
住
宅
の
照
明
器
具
の
交
換
な
ど
の
小
規

模
工
事
か
ら
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
公
共
施

設
の
設
計
・
施
工
を
含
む
大
型
工
事
ま
で
、
電

気
設
備
全
般
を
施
工
管
理
す
る
会
社
と
し
て
営

業
し
て
き
た
。

　
特
に
地
域
の
公
共
施
設
の
電
気
設
備
工
事
を

数
多
く
手
掛
け
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と

が
誇
り
だ
。
2
0
1
0
年
7
月
に
は
、
石
巻

市
長
か
ら
新
庁
舎
改
修
工
事
電
気
設
備
で
表
彰
。

11
年
8
月
に
は
、
電
気
安
全
東
北
委
員
会
よ
り

長
年
の
優
良
電
気
工
事
功
績
で
表
彰
を
受
け
て

い
る
。
そ
の
後
も
石
巻
地
域
の
通
信
設
備
や
電

気
設
備
の
工
事
で
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
ま
さ

に
電
気
設
備
工
事
の
地
元
の
顔
と
な
っ
て
い
る
。

　
武
山
寿
寿
佳
さ
ん
が
こ
の
北
上
電
設
工
業
に

入
社
し
た
の
は
2
0
1
1
年
。「
地
元
で
頑
張
っ

て
い
る
企
業
に
就
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
北
上
電
設
工
業
は
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業

と
し
て
業
務
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
と
て
も

興
味
を
持
ち
ま
し
た
」
と
入
社
を
決
め
た
動
機

を
語
る
。
4
月
の
入
社
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、

あ
と
１
カ
月
と
い
う
と
こ
ろ
で
東
日
本
大
震
災

が
起
こ
り
、
本
社
が
津
波
に
よ
っ
て
流
失
し
た
。

大
き
な
打
撃
を
受
け
な
が
ら
も
、
会
社
は
末
広

町
に
あ
っ
た
倉
庫
で
営
業
を
続
け
、
武
山
さ
ん

室内環境改善と省エネのトータルソリューション
営業事務

武
た け や ま

山 寿
す ず か

寿佳さん（22 歳）
北上電設工業株式会社（石巻市）

C A S E   

02仕事
図鑑

営
業
推
進
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

誇
り
を
持
っ
て
自
社
製
品
の
拡
販
を

震
災
を
の
り
越
え
、
地
域
の
顔
で
あ
り
続
け
る

電
気
設
備
工
事
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

1
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会
社
に
入
っ
た
時
に
社
長
か
ら
言
わ
れ

た
こ
と
が
「
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
し
な
さ

い
」と
い
う
こ
と
。
入
社
か
ら
４
年
た
っ
て
、

全
国
の
代
理
店
の
人
と
話
を
す
る
機
会
も

増
え
て
き
て
い
て
、
ま
す
ま
す
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
学
生
の
頃
か
ら
笑
顔
を
意

識
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
大
切
だ
な
と
身
に
し
み
て
思
う
こ

と
は
、「
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま

に
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
不
明
な

点
は
上
司
な
ど
に
積
極
的
に
質
問
し
て
ク

リ
ア
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

営
業
な
ど
で
お
客
様
に
提
案
す
る
際
に
必

要
な
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大

切
だ
と
仕
事
を
通
し
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
こ
と
に
も
興
味
を
持
っ
て
吸
収

す
る
習
慣
を
若
い
う
ち
か
ら
身
に
付
け
て

い
る
と
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
と
て
も
助

か
る
と
思
い
ま
す
。

上司と打ち合わせ。分からないこと・不明な点をその
ままにしないことを心掛けている

施工現場に同行。風量・温度などのチェックを自ら行い、
製品の効果を身を持って確認する

出荷管理の担当者とともに在庫チェック。２重チェックを行い
間違いがないようにする

日々最新の情報はグループ内の勉強会で習得。提案す
るには、しっかり製品知識を共有していることが大切

8:00

朝
礼
・
ラ
ジ
オ
体
操

グ
ル
ー
プ
内
で
の
情
報
交
換
と
意
思
疎
通
は
と
て
も
大
切
。

毎
日
の
朝
礼
は
欠
か
さ
な
い

7:40

掃
除

7:00

出
社

13:00

施
工
先
へ
の
同
行

施
工
担
当
者
に
同
行
。
現
場
で
製
品
の
効
果
測
定
な
ど

を
実
施

15:00

代
理
店
会
議
に
向
け
て
の
打
ち
合
わ
せ

年
１
回
の
代
理
店
会
議
へ
の
準
備
打
ち
合
わ
せ

11:00

在
庫
管
理

出
荷
管
理
の
担
当
者
と
と
も
に
製
品
の
在
庫
を
チ
ェ
ッ
ク

16:00

設
置
実
績
デ
ー
タ
の
入
力

エ
コ
シ
ル
フ
ィ
の
全
国
で
の
設
置
導
入
実
績
を
デ
ー
タ
化

す
る
た
め
に
入
力
作
業
を
行
う

8:30

事
務
作
業
・
文
書
作
成

請
求
書
・
納
品
書
な
ど
の
文
書
の
整
理
は
、
営
業
推
進
グ

ル
ー
プ
に
と
っ
て
大
切
な
仕
事

17:00

退
社

9:00

打
ち
合
わ
せ

グ
ル
ー
プ
内
で
課
題
な
ど
が
あ
れ
ば
、
随
時
打
ち
合
わ
せ

を
行
う

12:00

昼
食

10:00

電
話
対
応

全
国
の
代
理
店
か
ら
の
発
注
の
電
話
を
対
応

武
山 

寿
寿
佳
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

グループ内の朝礼で、営業状況の確認や、各自の課題の報告などを
行う

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

全国からかかってくる製品発注の電話対
応。しっかり納入日などの確認も行う
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て
い
て
無
駄
な
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
効
率
良
く
室
内
全

体
の
空
気
を
か
き
混
ぜ
る
た
め
に
、
床
面
に
向
か
っ

て
直
線
的
な
風
を
生
み
出
し
て
「
強
制
対
流
」
を

つ
く
り
出
す
の
が
エ
コ
シ
ル
フ
ィ
の
仕
組
み
だ
。
床

面
の
温
度
が
上
昇
し
て
ひ
ざ
か
ら
下
が
ホ
ワ
ッ
と

暖
か
く
な
る
。 

　「
顔
付
近
と
ひ
ざ
か
ら
下
の
温
度
が
同
じ
に
な

り
、
た
い
へ
ん
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
天
井

付
近
の
暖
気
を
有
効
に
活
用
し
ま
す
の
で
、
電
気

代
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
、
武
山
さ
ん

は
営
業
推
進
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
し
っ
か

り
エ
コ
シ
ル
フ
ィ
の
シ
ス
テ
ム
や
メ
リ
ッ
ト
を
正

確
に
伝
え
る
。
グ
ル
ー
プ
内
の
勉
強
会
を
定
期
的

に
開
き
、
最
新
の
施
工
事
例
や
効
果
測
定
の
デ
ー

タ
な
ど
を
共
有
し
て
い
る
。

　「
女
性
が
多
い
職
場
で
は
、
夏
場
の
冷
房
で
身

体
の
不
調
を
訴
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
エ
コ

シ
ル
フ
ィ
を
使
え
ば
、
足
元
が
冷
え
過
ぎ
な
い
環

境
が
で
き
る
ん
で
す
」
と
、
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
で
営
業
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　「
エ
コ
シ
ル
フ
ィ
の
力
を
よ
り
効
果
的
に
発
揮

さ
せ
る
に
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
設
置
す

る
場
所
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
ど
も
は

設
計
・
施
工
そ
し
て
製
品
ま
で
含
め
た
シ
ス
テ

ム
全
体
の
販
売
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
」
と
話
す
武
山
さ
ん
。
営
業
担
当
は
製
品
の

知
識
だ
け
で
は
な
く
、
設
置
さ
れ
る
現
場
を
知

る
こ
と
も
大
切
だ
。
武
山
さ
ん
は
施
工
業
者
と

現
場
へ
向
か
い
、
実
際
の
作
業
に
触
れ
な
が
ら

エ
コ
シ
ル
フ
ィ
が
ど
の
よ
う
に
冷
暖
房
の
効
率

化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
か
、
身
を
も
っ
て

学
ん
で
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
「
今
後
の
効

果
的
な
営
業
活
動
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
」
の
だ
と
い
う
。

　
武
山
さ
ん
が
所
属
す
る
営
業
推
進
グ
ル
ー
プ
の

５
人
の
う
ち
３
人
が
女
性
社
員
だ
。
女
性
ら
し
い

細
や
か
な
視
点
と
対
応
で
営
業
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
展
示
会
で
は
、
ブ
ー
ス
の
前
面
に
立
っ
て

お
客
様
と
接
し
て
い
る
。

　「
年
に
１
回
開
催
し
て
い
る
全
国
販
売
代
理
店

会
議
を
、
企
画
か
ら
準
備
ま
で
部
内
で
担
当
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
司
会
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
地
域
の
代
理
店
と
と
も
に
全
国
に
向
け
て

自
社
製
品
を
販
売
し
て
い
る
と
い
う
誇
り
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
や
り
が
い
を
語
る
。

　
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
な
ど
県
関
係
の
施

設
で
も
使
わ
れ
る
エ
コ
シ
ル
フ
ィ
。「
特
定
随
意
契
約

制
度
認
定
商
品
」
と
い
う
県
か
ら
の
お
墨
付
き
を
頂

い
た
経
緯
も
あ
り
、
そ
の
信
頼
性
を
武
器
に
、
今
後

も
自
社
製
品
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
北
上
電
設
工
業
で
は
現
在
、
屋
上
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
及
び
改
修
工
事
な
ど
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。「
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
わ

が
社
で
は
一
般
住
宅
や
事
務
所
・
店
舗
な
ど
幅

広
く
施
工
し
、
地
球
環
境
保
全
に
積
極
的
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
武
山

さ
ん
は
話
す
。

　
入
社
か
ら
４
年
に
な
る
武
山
さ
ん
。
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
し
、吸
収
力
も
あ
り
、何
も
言
わ
な
く
て
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
す
ね
。

　
う
ち
の
会
社
は
現
在
、
11
人
の
女
性
が
働
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

若
い
女
性
の
力
が
必
要
で
す
し
、
そ
の
意
味
で
も
武
山
さ
ん
に
は
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
現
在
、
武
山
さ
ん
に
は
全
国
の
代
理
店
の
人

と
の
や
り
と
り
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
も

あ
り
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
人
間
的
に
成
長
す
る
上
で
も
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
大
切

に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
若
い
う
ち
に
で
き
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
、
営
業
推
進
担
当
に
と
っ
て
大
切
な
広
い
視
野
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
に
興
味
を
持
ち
、
視
野
を
広
げ
て

若
い
女
性
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
ほ
し
い

上司 に
聞
く営業推進グループ

営業推進課
主任

武田 仁子さん

室内環境改善と省エネの
トータルソリューション
営業事務

武山 寿寿佳さん（22 歳）
北上電設工業株式会社（石巻市）

C A S E   

02仕事
図鑑

営
業
部
員
と
し
て
自
社
商
品
の
拡
販
に

役
に
立
て
る
人
材
に
な
り
た
い

4

5

積極的に各種展示商談会にエコシルフィを出展。お客様に実際に体感してもらい商
談に結びつける
全国から多数の担当者が集う全国販売代理店会議。武山さんは司会を担当するな
ど営業推進グループとして積極的に関わる

45
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る
エ
コ
サ
ー
ブ
で
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
志

望
動
機
を
話
す
。

　
エ
コ
サ
ー
ブ
に
入
社
し
て
、
高
橋
さ
ん
は
さ
ま

ざ
ま
な
現
場
の
作
業
を
経
験
し
た
。「
取
り
扱
う

仕
事
の
範
囲
が
広
く
て
覚
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

現
場
ご
と
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
な
が
ら
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
大
変
で
し
た

が
、
挑
戦
し
が
い
の
あ
る
面
白
い
仕
事
で
す
。
こ

こ
は
こ
う
い
う
段
取
り
に
し
た
方
が
い
い
、
こ
の
仕

事
は
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
か
な
、
と
楽
し
み
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
先
輩
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
の
段
階
で
す
が
、
早
く
一
人
前
に

な
っ
て
自
分
の
考
え
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
よ
り
一
層
仕
事
が
楽
し
く
で
き
る

は
ず
で
す
」。「
車
両
系
建
設
機
械
」
や
「
給
水
装

置
工
事
」
な
ど
新
た
な
資
格
取
得
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
高
橋
さ
ん
。
今
日
も
ま
た
、
新
し
い
現
場

に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。

企業情報

株式会社エコサーブ
／本社：大崎市古川駅南 3-17-2
　営業本部：加美郡加美町字赤塚 471-1
　TEL 0229-63-7577
　FAX 0229-63-7336
　http://www.eco-serve.biz
／齋藤 信
／1987 年
／ 206 人（2015 年 4月現在）
／ビル総合管理事業、環境保全事業、設備工事事

業、リフォーム、ソーラー発電事業、サービスス
テーションなど

／クリーンな未来をめざし、和と誠実をもって、地域社
会の環境保全に貢献する

所 在 地

代表取締役社長
設 立
従 業 員 数
事 業 領 域

企 業 理 念

　
工
事
の
分
野
が
広
い
の
で
、
ト
ラ
イ
す

る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
力
を
つ

け
ら
れ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
ち
ゃ
ん
と
周
り
の
状
況
を
見
な
が
ら

自
分
で
判
断
す
る
力
が
必
要
で
す
。「
工
事

の
発
注
者
と
の
お
茶
飲
み
話
か
ら
次
の
仕

事
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
」。
僕
は
先
輩

か
ら
そ
う
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

周
り
に
注
意
し
て
い
な
い
と
、
せ
っ
か
く

そ
こ
に
大
切
な
も
の
が
あ
っ
て
も
気
づ
か

な
い
。
仕
事
を
す
る
姿
勢
と
し
て
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

エコサープの営業本部には大量の資材・設備
機器を収容する資材倉庫があり、各現場で必
要な資材をここで準備する

現場到着後、資材と工具をチェッ
クしながら作業車から運び出す

現場から帰社後、上司に現場の状況と工事の発注
者への対応などについて報告。次の作業指示書と日
程を確認する

9:00

現
場
到
着

資
材
を
降
ろ
し
て
現
場
作
業
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
チ
ー
ム

及
び
工
事
の
発
注
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

8:15

始
業
／
朝
礼
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

チ
ー
ム
単
位
で
当
日
業
務
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
、
資

材
を
車
両
へ
積
み
込
む

8:00

出
社

業
務
の
準
備
、
資
材
・
車
両
の
準
備

17:15

退
社

作
業
の
進
み
具
合
、
移
動
距
離
に
よ
っ
て
は
遅
く
な
る
こ

と
も

12:00

昼
休
み

午
後
も
現
場
が
同
じ
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
昼
食
を
と
る

13:00

現
場
作
業

現
場
作
業
の
続
き
。
午
後
に
別
の
現
場
へ
移
動
す
る
場
合

も
あ
る

17:00

帰
社

資
材
の
積
み
降
ろ
し
、
上
司
へ
の
報
告
、
次
の
日
の
作
業
打

ち
合
わ
せ

高
橋 

俊
幸
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

エコサーブの仕事には、こんな資格が必要になってくる
　エコサーブで取り扱う設備工事関連の作業には、以下のような資格が必要にな
る。会社ではスキルアップしたい従業員の熱意に応えるべく、資格の取得をバッ
クアップしている。

●給水装置工事主任技術者

●給水装置工事配管技能者

●管工事施工管理技士1級・2級

●下水道排水設備工事責任技術者（宮城県）

●車両系建設機械運転技能者（整地等）

●ボイラー据付工事作業主任者

●ガス溶接作業者

●第一種・第二種電気工事士

●浄化槽管理士

●浄化槽設備士

●貯水槽水槽衛生管理士

●貯水槽清掃作業監督者

●消防設備士（甲・乙）

●建設設備士
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環
境
保
全
・
ビ
ル
総
合
管
理
・
設
備
工
事
・
リ

フ
ォ
ー
ム
・
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
な
ど
、
幅
広
い

事
業
活
動
を
行
う
エ
コ
サ
ー
ブ
。
社
名
は
「
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
＝
環
境
に
奉
仕
す
る
」
と

い
う
事
業
方
針
に
由
来
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

通
し
て
地
域
の
環
境
向
上
に
貢
献
す
べ
く
取
組
を

続
け
て
き
た
。
環
境
省
が
環
境
へ
の
取
組
を
適
切

に
実
施
・
運
用
し
て
い
る
中
小
事
業
者
を
認
証
・

登
録
す
る
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
の
認
証
を
受

け
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
後
は
、
被
災
し
た
女
川
、
石
巻
、

気
仙
沼
地
域
の
復
興
工
事
、
水
産
関
係
の
施
設
の

立
ち
上
げ
な
ど
に
数
多
く
携
わ
っ
た
。
水
産
関
係

の
施
設
に
お
い
て
は
、
専
門
技
術
が
求
め
ら
れ
る

場
合
が
多
く
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
業
者
で
な

け
れ
ば
対
応
は
難
し
い
。
地
元
大
崎
市
で
は
被
害

を
受
け
た
下
水
道
の
汚
泥
処
理
に
迅
速
に
対
応
し
、

大
崎
市
よ
り
感
謝
状
を
受
け
た
。
官
公
庁
の
仕
事

も
多
い
が
、
一
般
住
宅
の
工
事
も
数
多
く
手
掛
け

る
。
加
美
町
・
色
麻
町
で
は
、
町
内
の
冬
季
の
除

雪
作
業
を
請
け
負
う
な
ど
、
地
域
密
着
型
の
企
業

と
し
て
尽
力
し
て
い
る
。
従
業
員
の
知
識
・
技
術

の
向
上
を
目
指
し
た
教
育
指
導
も
熱
心
で
、
従
業

員
の
資
格
取
得
も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

　
高
橋
俊
幸
さ
ん
は
、
２
０
１
４
年
12
月
に
エ
コ

サ
ー
ブ
に
入
社
、
営
業
本
部
設
備
工
事
課
に
所
属

し
て
い
る
。
高
校
卒
業
後
、
ず
っ
と
設
備
・
電
気

工
事
関
係
の
仕
事
を
し
て
き
た
高
橋
さ
ん
。
エ
コ

サ
ー
ブ
入
社
前
は
、
国
家
資
格
で
あ
る
第
二
種
電

気
工
事
士
の
資
格
を
活
か
し
て
、
空
調
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
た
と
い
う
。「
エ
ア
コ
ン
の
設
置
・
取

り
付
け
が
主
な
仕
事
で
し
た
。
将
来
の
た
め
に
も
っ

と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
考
え
、
設

備
や
電
気
工
事
、
太
陽
光
発
電
の
工
事
も
手
掛
け

心のこもった工事とサービスで
地域を支え、環境を守る

C A S E   

03仕事
図鑑

設備工事

高
た か は し

橋 俊
と し ゆ き

幸さん（30 歳）
株式会社エコサーブ（大崎市）

環
境
・
ビ
ル
・
設
備
工
事
な
ど

多
彩
な
事
業
を
展
開
す
る
地
域
密
着
型
企
業

1

2

現場で作業をする高橋さん。ミニショベルカー
が進入できない狭い場所では手掘り作業となる。
土を搬出する足場の確保、配管の位置決めなど
作業の難易度がより高まる
規格サイズの配管を、現場で測量したサイズに
合わせてカットする
現場での測量。効率が良く、安全な作業のため
には、息の合ったチームワークが要求される
トラックステーション所属の先輩と産業廃棄物
収集運搬車の前で会話。他部署の人とのコミュ
ニケーションは仕事の幅を広げるチャンスだ

2

現
場
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
違
う

だ
か
ら
挑
戦
し
が
い
が
あ
る

幅
広
い
現
場
に
対
応

工
夫
す
る
、
作
り
出
す
面
白
さ
が
あ
る

1

3

4

3

4
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い
る
の
は
、「
お
客
様
の
満
足
を
一
番
に
考
え
る

こ
と
」
だ
と
い
う
。

　
商
人
の
よ
う
な
職
人
た
れ
。
長
い
歴
史
と
伝
統

を
持
つ
タ
ゼ
ン
が
守
り
続
け
て
い
る「
職
人
商
人
」

の
精
神
が
、
地
紙
さ
ん
の
心
に
も
着
実
に
浸
透
し

て
い
る
よ
う
だ
。

工具や資材の取扱いは慎重に行う。近隣に騒音など　
で迷惑がかからないように細心の注意を払う

　
私
は
職
業
訓
練
校
で
、
液
化
石
油
ガ
ス

設
備
士
の
資
格
を
、
入
社
後
に
は
仙
台
市

ガ
ス
第
３
種
工
事
人
の
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。
仕
事
に
必
要
な
資
格
は
、
入
社
後

に
取
得
で
き
る
の
で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
現
場
へ
車
で
移
動
す
る
こ
と
が
多
い

設
備
工
事
で
は
間
違
い
な
く
必
要
に
な
る

の
で
、
自
動
車
の
運
転
免
許
は
あ
ら
か
じ
め

取
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
設
備
工
事
の
仕
事
は
、
新
し
く
覚
え
る

こ
と
が
多
く
、
日
頃
か
ら
勉
強
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　
も
っ
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
い
う

「
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
」
を
持
っ
て
臨
め
ば
、

勉
強
も
楽
し
く
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
万
が
一
仕
事
で
ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ
て

も
、
隠
そ
う
と
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
何

事
も
素
直
に
受
け
止
め
、
前
向
き
に
対
処

す
る
心
構
え
が
必
要
で
す
。

先
輩
か
ら
の
未
来
の
A
C
E
へ

　　
ア
ド
バ
イ
ス

取り扱う設備は重量もあるため、
ほとんどの作業は 2人1組で行
う。施工現場は新人教育の場で
もある

施工前には、リフォーム担当営業と綿密な打ち合
わせを行う

迅速・丁寧な作業は地紙さんの
持ち味。お客様から「またお願
いします」と言われると、自身の
成長を感じることができる

同年代の後輩とコンビを組み、現場に向
かう

8:15

施
工
現
場
へ
出
発

現
場
で
の
作
業
は
9
時
か
ら
始
め
る
た
め
、
出
発
時
間
が

早
ま
る
日
も
あ
る

8:00

朝
礼

設
備
部
内
で
連
絡
と
確
認
を
行
う
。
時
に
は
営
業
担
当
者

と
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
も

7:30

出
社

資
材
や
工
具
を
車
に
積
ん
で
、
施
工
の
た
め
の
準
備
を
整

え
る

9:00

施
工
作
業

丁
寧
に
養
生
作
業
を
し
た
後
、
給
湯
器
や
ガ
ス
コ
ン
ロ

な
ど
設
備
の
取
り
付
け
作
業
に
専
念

17:00

退
社

12:00

昼
食

一
緒
に
作
業
す
る
同
僚
と
外
食
す
る
こ
と
が
多
い

16:00

帰
社

後
片
付
け
や
日
報
を
取
り
ま
と
め
、
業
者
用
の
伝
票
処
理

も
こ
な
す

地
紙 

祥
平
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

社会の発展と共に歩んできたタゼン創業 410余年の歴史

　タゼンの当主は代々「善蔵」を襲名し、青葉城をは
じめ、松島の瑞巌寺、大崎八幡宮、瑞鳳殿などの飾り
金具類を手がけてきた。その技は大名のみならず庶民
の暮らしにも役立てられ、ヤカンや銅鍋、割烹や旅館
の風呂釜にも活かされている。延宝時代（1673～
1681 年）には菓子製造器具類も作るようになり、仙
台駄菓子や太白飴など伝統的な菓子文化も、タゼンの
銅加工技術が支えてきた歴史がある。
　1873 年に銭湯用ボイラーを製造したタゼンは、そ
の 14 年後に「循環式風呂釜」を完成。この時代の製
品は、最先端を行く技術として絶賛され、景気の上昇

1995 年に創業 400 年記念事業として、伊達政宗公霊廟瑞鳳殿の手水舎に奉献された青銅製「龍の口」▶

とともに着実に世の中に普及していった。
　戦後、仙台市ガス局原町工場が落成されると、タゼ
ンはガス風呂指定業者第 1号に認定された。
その後も風呂の総合
メーカーとして地位を
固め、いち早く大手設
備メーカーとの特約代
理店契約も締結。住宅
関連産業の総合商社
として現在の企業地盤
を築いていった。
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タ
ゼ
ン
の
歴
史
は
、
太
閤
豊
臣
秀
吉
が
君
臨
し

た
天
正
時
代
（
１
５
７
３
～
９
２
年
）
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
。
タ
ゼ
ン
の
始
祖
で
あ
る
「
善
蔵
」
は
、

大
坂
で
御
お
か
ざ
り
し
ょ
く

飾
職
―
―
今
の
彫
金
工
と
し
て
腕
を
振

る
い
始
め
て
い
た
。
伊
達
政
宗
公
に
よ
っ
て
見
い

だ
さ
れ
、
慶
長
元
年
（
1
5
9
6
年
）
大
坂
か

ら
東
北
の
地
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
善
蔵
は
、
青
葉

城
御
本
丸
の
装
飾
な
ど
で
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
政
宗
公
か
ら
出
身
地
で

あ
る
「
田
中
」
の
姓
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
か

ら
善
蔵
は
「
田
善
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
も
社
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
銅
の
彫
金
工
か
ら
興
っ
た
タ
ゼ
ン
は
、
そ
の
後

も
地
域
の
繁
栄
を
支
え
な
が
ら
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
し
て
き
た
。
現
在
は
、
給
湯
器
や
浴

槽
な
ど
の
住
設
機
器
の
販
売
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
、

伝
統
の
銅
製
品
の
製
造
販
売
ま
で
、
幅
広
く
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　
住
ま
い
の
「
火
」
と
「
水
」
に
関
わ
る
リ
フ
ォ
ー

ム
に
携
わ
る
地
紙
祥
平
さ
ん
は
、
入
社
４
年
目

な
が
ら
、
設
備
工
事
の
エ
ー
ス
の
ひ
と
り
と
し

て
職
場
で
期
待
さ
れ
て
い
る
。「
現
場
で
働
き
た

い
」
と
今
の
仕
事
を
選
択
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
リ

フ
ォ
ー
ム
の
現
場
で
技
術
を
磨
き
な
が
ら
充
実
し

た
毎
日
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
震
災
直
後
に
入
社
し
た
た
め
、
い
き
な
り
目

が
回
る
ほ
ど
の
忙
し
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
、自
然
と
ス
キ
ル
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
の
現
場
に
携
わ
る
う
ち
に
、
も
の
づ

く
り
の
本
質
が
見
え
て
き
ま
し
た
」
と
語
る
地
紙

さ
ん
は
、
設
備
メ
ー
カ
ー
が
主
催
す
る
講
習
会
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
最
新
の
設
備
機
器
は
、
既
存
の
も
の
と
微
妙

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
情
報
収
集
も
大
切

な
仕
事
で
す
」

　
そ
ん
な
職
人
気
質
の
地
紙
さ
ん
が
最
も
気
を

配
っ
て
い
る
の
が
、施
工
現
場
で
の
養
生
作
業
だ
。

「
施
工
中
に
建
物
の
床
や
壁
に
傷
を
つ
け
て
し

ま
っ
て
は
大
変
で
す
。
元
通
り
に
す
る
た
め
に
手

間
と
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
」。

そ
う
話
す
地
紙
さ
ん
が
、
何
よ
り
も
大
切
に
し
て

豊かな暮らしを築く
老舗の企業文化と精神

C A S E   

04仕事
図鑑

設備工事

地
ぢ

紙
が み

 祥
し ょ う へ い

平さん（23 歳）
株式会社タゼン（仙台市）

1

1

2

企業情報

株式会社タゼン
／仙台市青葉区一番町 1-12- 40
　TEL 022-225-6857
　FAX 022-225-6859
　http://www.tazen.co.jp
／田中 善一
／慶長元年（1596 年）
　※ 1960 年 4 月に法人組織化
／ 53 人（2015 年 7 月現在）
／住設機器の販売、リフォーム・工事、銅製品の製造・

販売
／タゼンは暮らしをより多彩に、より快適にお客様の

不満を解消することを誓います

リ
フ
ォ
ー
ム
で
実
現
す
る

安
全
・
便
利
で
よ
り
快
適
な
暮
ら
し

所 在 地

代表取締役社長
創 業

従 業 員 数
事 業 領 域

企 業 理 念

４
１
０
余
年
の
伝
統
と
優
れ
た
技
術
を
武
器
に

移
り
変
わ
る
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

2

入社4年というキャリアながら、地紙さんはリフォームの現場を任されている。現場では
他の業者と協力し合いながら作業する場合も多い。先輩からその場で学べる環境が、地
紙さんのスキル・アップにもつながっている
水まわりだけでなく、床暖房パネルの設置などリフォーム全般を、自分一人でこなせるよう
になるのが当面の目標だ

職
人
商あ
き

人ん
ど
の
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に

安
全
・
安
心
な
設
備
工
事
を
心
掛
け
る
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電
気
・
水
道
・
ガ
ス
な
ど
イ
ン
フ
ラ
に
関
係
す

る
工
事
は
、
工
事
の
欠
陥
に
よ
る
事
故
や
災
害
を

防
止
す
る
た
め
、
特
定
の
資
格
を
持
つ
人
が
工
事

を
行
う
こ
と
と
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
電
気
工
事
は
、
電
気
が
使
わ
れ
て
い
る
場
所
で

あ
れ
ば
屋
内
外
問
わ
ず
幅
広
く
活
躍
で
き
る
分

野
。
そ
の
入
門
的
な
資
格
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
「
第
二
種
電
気
工
事
士
」
で
す
。

　
電
気
工
事
士
と
は
、
電
気
設
備
の
設
置
や
配
線

な
ど
の
工
事
を
す
る
た
め
の
国
家
資
格
で
、
第
二

種
は
、
住
宅
や
店
舗
な
ど
6
0
0
V
以
下
で
受

電
す
る
電
気
設
備
の
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
資
格
試
験
に
年
齢
・
性
別
・
学
歴
・
実
務
経

験
の
有
無
な
ど
の
制
限
は
な
く
、
筆
記
試
験
と
実

技
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で
資
格
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
資
格
の
取
得
後
は
、
実
務
経
験
（
３
～
５
年
）

を
積
み
な
が
ら
「
第
一
種
電
気
工
事
士
」
を
目
指

し
ま
す
。
第
一
種
を
取
得
す
る
と
、
第
二
種
の
範

囲
に
加
え
て
工
場
や
ビ
ル
な
ど
の
電
気
工
事
ま
で

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
上
水
道
か
ら
家
庭
な
ど
に
水
を
引
き
込
む
水
道

管
の
新
設
、
改
造
、
撤
去
な
ど
の
工
事
（
給
水
装

置
工
事
）
を
取
り
扱
う
会
社
は
、
地
方
自
治
体
の

水
道
局
な
ど
水
道
事
業
者
か
ら
「
給
水
装
置
工
事

事
業
者
」
の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
、
法

令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
水
道
工
事
の
現
場
で
働
く
た
め
に
は
、

ま
ず
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
を
受
け
て
い

る
会
社
か
、
そ
の
下
請
け
会
社
に
就
職
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
指
定
を
受
け
る
に
は
、
水
道
工
事
を

監
督
す
る
た
め
の
国
家
資
格
「
給
水
装
置
工
事
主

任
技
術
者
」
が
必
要
で
、
３
年
以
上
の
実
務
経
験

を
積
む
と
資
格
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
な
ど
で
使
う
ガ
ス
に
は
、
道
路
下
の
ガ
ス

導
管
を
通
じ
て
引
き
込
ま
れ
る
「
都
市
ガ
ス
」
と
、

建
物
の
近
く
に
設
置
し
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
か
ら
引
き

込
ま
れ
る
「
L
P
（
プ
ロ
パ
ン
）
ガ
ス
」
が
あ
り

ま
す
。

　
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
か
ら
ガ
ス
栓
ま
で
の
配
管
※

や
ガ

ス
設
備
の
取
り
付
け
工
事
を
行
う
に
は
、
都
市
ガ

ス
で
は
「
簡
易
内
管
施
工
士
」
と
呼
ば
れ
る
民
間

資
格
、
L
P
ガ
ス
で
は
「
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
」

と
呼
ば
れ
る
国
家
資
格
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

　　
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
C
A
T
V
と
い
っ

た
通
信
回
線
の
接
続
工
事
な
ど
を
行
う
た
め
に
必

要
な
国
家
資
格
が
「
電
気
通
信
設
備
工
事
担
任
者
」

で
す
。
　

　
多
様
化
、
複
雑
化
が
進
む
電
気
通
信
分
野
に
対

応
し
て
、
電
気
通
信
設
備
工
事
担
任
者
は
回
線
の

種
類
（
ア
ナ
ロ
グ
・
デ
ジ
タ
ル
）
や
回
線
数
、
信

号
の
入
出
力
速
度
な
ど
に
よ
っ
て
、「
A
I
第
一

種
」「
D
D
第
一
種
」「
A
I
･
D
D
総
合
種
」
な

ど
資
格
の
種
類
が
細
か
く
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
資
格
試
験
に
年
齢
・
性
別
・
学
歴
・
実
務
経
験

の
有
無
な
ど
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
定
の

実
務
経
験
を
積
ん
だ
人
に
は
一
部
科
目
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　
設
備
工
事
に
必
要
な
資
格
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
ど
ん
な
資
格
が
あ
る

の
か
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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※
…
簡
易
内
管
施
工
士
は
、
壁
の
中
や
床
下
な
ど
隠
れ
た
部
分
の
配
管
工
事
は
行
う

事
が
で
き
ま
せ
ん

業界の勉強

設備工事 業界

資格アレ･コレ

特集

　「業界の勉強」では、仕事図鑑で取り上げた業界ならでは
の知識や資格などについて解説します。今回は、設備工事業
界で働くために必要な「資格」を紹介します。

水
道
工
事
を
監
督
す
る
た
め
の
資
格

「
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
」

ガ
ス
工
事
に
必
要
な
資
格

「
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
」

「
簡
易
内
管
施
工
士
」

電
気
通
信
工
事
に
必
要
な
資
格

「
電
気
通
信
設
備
工
事
担
任
者
」

電
気
工
事
を
す
る
た
め
に
は

「
第
二
種
電
気
工
事
士
」の
取
得
を
目
指
す

養生作業
　建物の壁や床など工事を行わ
ない所に汚れや傷をつけないた
め、また作業者の危険回避の観
点から、本来の工事を行う前に
する工事のこと。
　具体的には、落下物による破
損や資材の搬入時の傷、塗料や
モルタルなどの付着による汚れ
などを防止するため、保護した
い部分をシートなどで覆ったり、
電気工事での感電・ショートを防ぐため、工事に直接関係しな
い金属部分を絶縁体で覆ったりするなどの処置を行う。

養生作業
　建物の壁や床など工事を行わ
ない所に汚れや傷をつけないた
め、また作業者の危険回避の観
点から、本来の工事を行う前に
する工事のこと。
　具体的には、落下物による破
損や資材の搬入時の傷、塗料や
モルタルなどの付着による汚れ
などを防止するため、保護した
い部分をシートなどで覆ったり、
電気工事での感電・ショートを防ぐため、工事に直接関係しな
い金属部分を絶縁体で覆ったりするなどの処置を行う。

仕事図鑑・用語解説
エコアクション21
　環境への影響を改善する取組
を進めている中小事業者に対
し、国（環境省）が認証・登録
を行う制度のこと。
　これに認証された企業は、社
会的な信頼を得ることができ、
取引先の拡大や金融機関から低金利で融資を受けられるなど
のメリットがある。

→P.11

→P.13
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ざ
ら
り
と
し
た
表
面
に
、
無
数
の
穴
模
様
が
特

徴
的
。「
鈴
を
転
が
す
よ
う
な
」
と
例
え
ら
れ
る

澄
ん
だ
音
色
と
、
長
く
続
く
余
韻
が
心
地
よ
い
松

笠
風
鈴
は
、
海
を
渡
り
、
か
の
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー

や
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
も
愛
用
し
た
と
い
う
。

　
風
鈴
は
、
登
米
の
地
で
古
く
か
ら
鋳い
も
の
ぎ
ょ
う

物
業
を
な

り
わ
い
と
し
て
き
た
江
田
家
が
、
伊
達
藩
の
所
望

を
受
け
製
作
。
以
来
、
約
２
４
０
年
も
の
間
、
そ

の
技
は
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

　
砂
鉄
を
原
料
に
、「
た
た
ら
吹
き
」
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
る
和わ

銑づ
く

が
、
風
鈴
の
材
料
と
な
る
。
こ
の

鉄
を
炉ろ

で
溶
か
し
て
型
に
流
し
込
み
、
卵
型
の
本

体
を
つ
く
り
だ
す
。
炉
に
送
り
込
む
風
の
向
き
や

強
さ
、
型
を
つ
く
る
砂
と
粘
土
の
割
合
な
ど
、
風

鈴
づ
く
り
の
核
と
な
る
部
分
は
門
外
不
出
で
、
江

田
家
の
跡
取
り
だ
け
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

　
現
在
は
、二
十
三
代
目
の
江
田
蕙け
い

さ
ん
（
57
）
が
、

「
一
子
相
伝
」
の
技
を
守
っ
て
い
る
。

　「
松
笠
風
鈴
の
命
と
言
え
る
音
色
は
、
砂
鉄
で

つ
く
ら
な
い
と
生
み
出
せ
な
い
。
作
っ
た
風
鈴
の

う
ち
、
製
品
と
な
る
も
の
は
３
割
ほ
ど
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
手
作
り
の
た
め
、
す
べ
て
音
色
が
異
な

る
」。
そ
う
語
る
江
田
さ
ん
は
、
亡
き
父
か
ら
技

を
学
ん
だ
。
多
く
を
語
ら
ず
、
失
敗
し
て
初
め
て

口
を
開
く
こ
と
も
あ
っ
た
父
の
「
人
か
ら
教
え
ら

れ
る
だ
け
で
は
何
も
身
に
つ
か
な
い
。
失
敗
し
て

覚
え
る
こ
と
の
方
が
多
い
」
と
い
う
言
葉
が
、
今

も
心
に
残
っ
て
い
る
、
と
江
田
さ
ん
は
話
す
。

　
最
近
、
大
学
生
と
高
校
生
の
息
子
が
、
手
伝
う

よ
う
に
な
っ
た
。「
長
く
続
い
て
き
た
伝
統
を
絶

や
さ
ぬ
こ
と
が
使
命
」
と
い
う
父
の
想
い
と
と
も

に
、
秘
伝
の
技
が
、
子
た
ち
へ
と
伝
え
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

1.「一子相伝」の技が受け継がれる松笠風鈴　2. 鉄を流し
込む型をつくる。砂と粘土の割合は、気温や湿度に合わせ
て手の感覚のみで調整する　3. 松の飾りも手づくりする。
音色のグレードによって、使う飾りを変えている

松ま

つ

か

さ笠
風
鈴
〈
登
米
市
〉

問い合わせ

江雲堂　登米店

〒 987-0702
登米市登米町寺池金谷 17-1
TEL　0220-52-2038
http://www1.ocn.ne.jp/~wazuku/

1

23

風鈴の音色を確かめる江田蕙さん

技
の

   
肖
像
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宮
城
県
工
業
高
校
は
機
械
科
・
電
子
機
械
科
・

電
気
科
・
イ
ン
テ
リ
ア
科
・
化
学
工
業
科
・
情
報
技

術
科
の
６
学
科
８
ク
ラ
ス
で
、
生
徒
総
数
9
5
3

人
を
有
す
る
県
内
最
大
規
模
の
工
業
高
校
で
す
。

進
路
指
導
部
だ
け
で
な
く
、
各
学
科
と
の
連
携
・
役

割
分
担
を
行
い
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
指
導
体
制

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
文
武
両
道
」
を
掲
げ
、
授
業
と
と
も
に

課
外
活
動
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
企

業
の
採
用
担
当
の
方
に
「
ス
ポ
ー
ツ
や
部
活
動
を

頑
張
っ
て
き
た
人
が
欲
し
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
基
礎
的
な
学
力
や
技
術
力
は
も
ち
ろ
ん
、

部
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
る
「
頑
張
り
」
と
「
協
調

性
」
な
ど
が
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
運
動
部
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
部
も
「
体
育

会
系
文
化
部
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
熱
心
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
や
競
技
大
会
の
前
に
、
実

践
練
習
に
夜
遅
く
ま
で
取
り
組
ん
だ
結
果
、
県
内
で

上
位
の
成
績
を
収
め
東
北
大
会
・
全
国
大
会
に
も
進

出
し
て
い
ま
す
。

　
部
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
は
技
能
・
技
術
の
習

得
と
、集
団
の
中
で
の
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
に
お
い
て
必
要
な
の
は
、や
は
り
「
現

場
で
の
実
践
力
」
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
企
業
と

の
深
い
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
生
徒
は
現
場
で
の
生

き
た
技
術
・
技
能
の
習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
み
や
ぎ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
21
」
な
ど
の
実
践
指
導

を
積
極
的
に
授
業
に
取
り
入
れ
、
深
い
職
業
観
を
身

に
付
け
て
い
ま
す
し
、
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
で
受
賞
で
き
る
ほ
ど
の
、
高
い
技
術
力
も
習
得
で

き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
企
業
に

工
場
見
学
な
ど
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
は
「
仕

事
の
現
場
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
に
な
る
か
？
　

ど
ん
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
？
」
を
肌
で
感

じ
て
い
ま
す
。

　
技
能
や
技
術
力
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
と
し
て

の
基
本
的
な
資
質
や
マ
ナ
ー
を
習
得
す
る
た
め
、
定

期
的
に
「
就
職
ゼ
ミ
」
を
行
っ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
保
護
者
向
け
進
路
セ
ミ
ナ
ー
」
も
実
施
し
、

家
庭
で
も
就
職
に
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
取
組
も

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
、
そ
し
て
家
庭
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
社
会
適
応
性
・
協
調
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
生
徒
の
育
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。

宮城県工業高等学校
　2013 年度には、創立 100 周年を
迎えた歴史と伝統を誇る学校。卒
業生は約 2 万人を数え、地域はもと
より世界各地で技術者として活躍し
ている

所在地
仙台市青葉区米ヶ袋三丁目 2-1
TEL 022-221-5656
FAX 022-221-5660
http://miyagi-th.myswan.ne.jp

授業が終わってから始まる部活動。コンテストに向け実践練習は夜まで続く

基
礎
的
な
学
力
や
技
術
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る

地
域
企
業
と
の
密
な
連
携
の
も
と
で

実
践
力
の
あ
る
人
材
づ
く
り
を

こ
ん
な
人
材
を
育
て
て
い
る

宮城県工業高等学校 進路指導部 部長

遊
ゆ さ

佐 有
あ り た だ

正さん

「課外の活動にも意欲的に取り組んで、実践
力のある人材づくりを目指しています」と語
る萩野元彦教頭

オガーレ！ ACE Vol.5  17

　
私
た
ち
は
、
工
場
・
ビ
ル
な
ど
の
お
客
さ
ま
を
電
気

主
任
技
術
者
の
資
格
を
持
っ
た
技
術
者
が
定
期
的
に
訪

問
し
、
電
気
設
備
の
点
検
・
試
験
な
ど
の
保
安
に
関
す

る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
技
術
者
に
は
第
三
種
電
気

主
任
技
術
者
以
上
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
試
験
の
難
易
度
が
高
く
、
高
校
在
学
中

に
取
得
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
基
礎
学
力
・
応
用
力
を
重
視
し
て
採

用
し
、
入
社
し
て
か
ら
試
験
合
格
に
よ
る
資
格
取
得

を
目
指
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
資
格
取
得
に
つ
い
て

は
、
自
主
学
習
を
主
と
し
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
学
習
指
導
や
山
形
に
あ
る
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

で
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
電
気
主
任
技
術
者
と

し
て
お
客
さ
ま
を
担
当
で
き
る
よ

う
に
な
る
に
は
、
4
年
以
上
の
実

務
経
験
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
長

い
期
間
先
輩
職
員
の
も
と
で
経
験

を
積
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
基

礎
的
な
学
力
・
技
能
に
加
え
て
「
粘
り
強
く
て
、
前

向
き
で
、
頑
張
れ
る
人
」
を
私
た
ち
は
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
技
術
は
人
か
ら
人
へ
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の

で
す
か
ら
、「
先
輩
の
話
を
素
直
に
聞
け
る
」「
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
は
す
す
ん
で
質
問
で
き
る
」
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
大
切
で
す
。
学
生
時
代
に
部
活

動
な
ど
集
団
の
中
で
鍛
え
ら
れ
て
き
た
人
、
先
輩
の

言
う
こ
と
を
し
っ
か
り
聞
け
る
人
が
欲
し
い
で
す
ね
。

　
私
た
ち
も
他
企
業
と
同
様
定
年
退
職
者
が
増
加
し
、

人
材
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
い
い
人

材
を
確
保
す
る
」
た
め
、
高
校
で
行
わ
れ
て
い
る
電
気

工
事
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
実
績
に
も
注
目
し
て
い
ま

す
し
、
2
0
0
7
年
か
ら
み
や
ぎ
工
業
会
が
中
心
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
「
み
や
ぎ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
21
」
※

の

取
組
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
出
前
授
業
な
ど
）
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
出
前
授
業
で
は
、
生
徒

の
皆
さ
ん
に
学
校
と
は
違
う
実
践
レ
ベ
ル
の
授
業
を
受

け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
21

の
取
組
を
通
じ
て
、
多
く
の
生
徒
さ
ん
に
当
協
会
の
仕

事
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、「
活
力
の
あ
る
い
い
人

材
」
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
工
業
高
校
の
先
生
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

電
気
設
備
の
保
守
管
理
業
務
の
実
務
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
が
ど
ん
な
人
材
を
求
め

て
い
る
か
」
を
、
高
校
の
先
生
方
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
は
、「
ぜ
ひ
高
校
時
代
に
電
気

技
術
者
の
登
竜
門
で
あ
る
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
試

験
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
伝
え
た
い
で
す
ね
。
4

科
目
す
べ
て
合
格
で
な
く
と
も
構
い
ま
せ
ん
。
１
科
目

で
も
2
科
目
で
も
合
格
す
れ
ば
自
信
に
も
な
り
ま
す
し
、

こ
の
業
界
に
入
っ
て
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
も
早
い
と

思
い
ま
す
。

先輩に技術を教えてもらいながら、
一人前の電気主任技術者を目指す。
向上心とコミュニケーション力が求
められる

粘
り
強
く
前
向
き
に
頑
張
れ
る
人

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
人
が
必
要

工
業
高
校
と
の
つ
な
が
り
を
重
視

一
緒
に
い
い
人
材
を
育
て
て
い
く

一般財団法人 東北電気保安協会
　企業などの電気主任技術者に代
わって、工場やビルなどの保安管理
業務を実施。また、大きな電気設
備のあるビルや工場では、最新鋭の
各種測定・試験器を使って点検・試験・
検査などのサポートをしている

所在地
仙台市太白区あすと長町三丁目 2-36
東北電気保安協会あすと長町ビル
TEL 022-748-0235
FAX 022-748-1273
http://www.t-hoan.or.jp

こ
ん
な
人
材
が
欲
し
い

一般財団法人 東北電気保安協会
宮城事業本部 事業本部長

高
た か は し

橋 宏
こ う

治
じ

さん

工業高校での出前授業の様子。次
世代を担う生徒たちに技術を伝え、
職業観をしっかり伝えている

「工業高校と一緒にいい人材を育てていくと
いう発想が必要になります」と語る総務本部 
三和清昭部長

※
…
県
内
の
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
産
業
界
、
行
政
、
教
育
機
関
が

協
働
し
、県
内
の
工
業
系
高
校
に
お
い
て
生
徒
の
技
術
支
援
な
ど
を
行
う
取
組
。

2
0
0
7
年
度
か
ら
実
施
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東
北
唯
一
の
ゼ
ラ
チ
ン
原
料
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

ゼ
ラ
イ
ス
社
は
、
１
９
４
１
年
に
宮
城
化
学
工
業

所
の
名
で
設
立
。
東
北
帝
国
大
学
（
現
東
北
大

学
）
と
協
力
し
、
ク
ジ
ラ
か
ら
の
ゼ
ラ
チ
ン
製
造

に
成
功
し
て
以
来
、
食
用
か
ら
工
業
用
ま
で
幅
広

い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
53
年
に

発
売
し
た
家
庭
用
ゼ
ラ
チ
ン
パ
ウ
ダ
ー
「
ゼ
ラ
イ

ス
」
は
、
今
も
同
社
の
経
営
を
支
え
る
主
力
商
品

で
あ
る
。
２
０
０
３
年
、
発
売
50
周
年
を
記
念
し
、

社
名
も
ゼ
ラ
イ
ス
株
式
会
社
と
し
た
。

　
同
社
で
商
品
開
発
を
担
当
す
る
中
央
研
究
所

で
は
、
ゼ
ラ
チ
ン
が
今
後
幅
広
い
分
野
で
求
め

ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
、
付
加
価
値
の
高

い
商
品
開
発
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
、

１
９
９
７
年
に
発
売
し
た
の
が
低
ア
レ
ル
ギ
ー
性

製
剤
用
ゼ
ラ
チ
ン
「
フ
リ
ア
ラ
ジ
ン
」
だ
。

　
1
9
9
0
年
代
半
ば
、
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン

に
添
加
さ
れ
た
ゼ
ラ
チ
ン
に
起
因
す
る
ア
レ
ル

ギ
ー
症
例
が
日
本
で
相
次
ぎ
、
医
療
関
係
者
を
悩

ま
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
中
央
研
究
所
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
の
低
い
製
品
の
開
発
に
着
手
。
主
任
の
徳

田
礼
枝
さ
ん
ら
は
、「
製
品
の
信
頼
性
と
安
全
性

を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の

デ
ー
タ
を
採
取
し
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
フ
リ
ア
ラ
ジ
ン
は
、
厚
生

省
（
当
時
）
が
所
管
し
て
い
た
北
里
研
究
所
（
東

京
都
）
の
試
験
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
性
は
ほ
と
ん
ど

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、

ゼ
ラ
イ
ス
社
は
１
９
９
８
年
、
七
十
七
ビ
ジ
ネ
ス

振
興
財
団
（
仙
台
市
）
か
ら
県
内
の
産
業
発
展
に

貢
献
し
た
企
業
・
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
七
十
七
ビ

ジ
ネ
ス
大
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
フ
リ
ア
ラ
ジ
ン
を
世
に
送
り
出
し
た
中
央
研
究

所
が
次
に
取
り
掛
か
っ
た
の
は
、
皮
膚
か
ら
の
浸

透
性
が
高
い
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
開
発
だ
っ
た
。

　
ス
タ
ー
ト
当
初
を
「
ま
っ
た
く
の
手
探
り
状
態

だ
っ
た
」
と
話
す
沼
田
さ
ん
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

豚
や
魚
由
来
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
高
純
度
の
ゼ
ラ
チ

ン
か
ら
、
超
低
分
子
コ
ラ
ー
ゲ
ン
「
コ
ラ
ー
ゲ

ン
・
ト
リ
ペ
プ
チ
ド
（
Ｃ
Ｔ
Ｐ
）」
の
生
成
に
成
功
。

飲
み
物
に
溶
か
し
て
摂
取
で
き
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ

イ
プ
の
Ｃ
Ｔ
Ｐ
の
商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
新
商
品
の
売
り
込
み
に
全
国
の
販
売
代
理
店
を

回
っ
た
の
は
、
開
発
に
携
わ
り
商
品
の
こ
と
を
知

り
尽
す
徳
田
さ
ん
だ
っ
た
。

　「
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
な
の
で
、

商
品
の
有
効
性
を
裏
付
け
る
理
論
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。
理
論
の

実
証
の
た
め
に
膨
大
な
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
行
い

ま
し
た
」。
そ
う
話
す
徳
田
さ
ん
の
努
力
が
実
を
結

び
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
Ｃ
Ｔ
Ｐ
は
好
調
な
売
れ

行
き
を
み
せ
、
後
続
商
品
の
開
発
に
弾
み
を
つ
け
た
。

　
そ
し
て
満
を
持
し
て
、
肌
に
塗
っ
て
コ
ラ
ー
ゲ

ン
を
浸
透
さ
せ
る
美
容
製
品
を
発
売
し
た
。
評
判

は
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
こ
の
頃
始
め
た
自
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
通
信
販
売
で
も
人
気
商
品
と
な
っ

た
。「
美
容
製
品
は
女
性
の
目
が
厳
し
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
７
～
８
割
の
お

客
様
に
リ
ピ
ー
ト
購
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
」。
そ
う
話
す
沼
田
さ
ん
も
、
開
発
に
関
わ
っ

た
ひ
と
り
と
し
て
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
る
。

　
通
販
事
業
を
通
し
て
購
入
者
か
ら
生
の
感
想
を

聞
き
、
顔
の
見
え
る
も
の
づ
く
り
を
展
開
で
き
た

こ
と
は
、
ゼ
ラ
イ
ス
社
に
と
っ
て
新
た
な
強
み
と

な
っ
た
。
牛
肉
の
B
S
E
問
題
※

が
世
の
中
を
騒

が
せ
た
と
き
に
は
、
主
要
原
料
を
豚
コ
ラ
ー
ゲ
ン

か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
の
良
い
海
洋
性
コ
ラ
ー
ゲ
ン
へ

変
え
た
。
ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら

キ
ャ
ッ
プ
や
ポ
ン
プ
の
扱
い
や
す
さ
に
至
る
ま
で
、

女
性
が
手
に
取
り
や
す
い
よ
う
な
商
品
開
発
を
意

識
し
て
進
め
た
と
い
う
。

　
２
０
０
８
年
に
は
、
再
生
医
療
の
分
野
に
も

応
用
可
能
な
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
医
療
用
ゼ
ラ
チ
ン

「
R
M
ゼ
ラ
チ
ン
」
の
実
用
化
に
成
功
し
た
ゼ
ラ

イ
ス
。
着
実
に
新
し
い
分
野
へ
商
品
を
展
開
し
て

い
る
、
同
社
の
開
発
の
最
前
線
に
立
つ
沼
田
さ
ん

は
、「
多
く
の
方
に
良
い
も
の
だ
と
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
商
品
を
、
こ
れ
か
ら
も
作
り
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

徳
田
さ
ん
も
「
自
社
製
品
の
有
効
性
を
最
大
限
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
自
信
に
満
ち
た
表
情
で
話
し
た
。

購
入
者
か
ら
の
生
の
声
を
活
か
し

商
品
開
発
力
に
磨
き
を
か
け
る

本社敷地内にある大きな工場で、ゼ
ラチン原料の製造を行っている

顆粒にしたりサラサラとしたパウダー
状にしたりと用途によって加工

1941年創業。家庭用ゼラチンパウダー
「ゼライス」をはじめ、食用・医薬用・
工業用等各種ゼラチン、コラーゲンペ
プチド、カラギーナン製剤の製造およ
び販売、自社開発商品の通信販売を
行う。本社敷地内には、事務棟と工場
施設の他、中央研究所を備えている

■所在地
本社：多賀城市栄 4-4-1
TEL 022-361-8821
FAX 022-367-5470
http://www.jellice.com/

ゼライス株式会社 

低
分
子
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
開
発
に
成
功
し

美
容
製
品
で
も
ヒ
ッ
ト
を
連
発

ゼ
ラ
チ
ン
の
将
来
性
を
見
据
え

医
療
の
分
野
に
進
出

ロングヒットを記録し続けている看板商品
のゼラチンパウダー「ゼライス」

通信販売で好評のスキンケアローションやク
リーム、ジェル、サプリメント。使いやすさを考
慮した工夫が随所にみられる

※
2
0
0
0
年
代
の
初
頭
に
発
生
し
た
、
牛
海
綿
状
脳
症
（
B
S
E
）
を
め
ぐ
る

問
題
。
畜
産
業
（
食
肉
産
業
）
や
外
食
産
業
に
加
え
、
一
般
生
活
者
も
巻
き
込

ん
だ
社
会
現
象
の
こ
と
。「
家
畜
肉
を
食
べ
る
と
B
S
E
に
感
染
す
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
不
安
が
広
が
っ
た
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プロフィール
沼田さん、徳田さんが所属するゼライス
中央研究所は、「常に時代の最先端に位
置する企業であるべき」という経営理念
を体現する重要拠点。2人は、商品開発
グループの一員として、コラーゲン由来
の機能性成分「トリペプチド」の研究を
行い、化粧品や健康食品としての実用化
を図っている

サプリメント商品の第一歩となったスティックタイプの「コラーゲン・トリペプチド」（写
真左）と、医療・介護向けの「こらぁ元気。」（右）。どちらも、コラーゲンに着目し
た商品だ

ゼ
リ
ー
の
原
料
で
あ
る
ゼ
ラ
チ
ン
を
製
造
し
て
い
る

ゼ
ラ
イ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、
ゼ
ラ
イ
ス
社
）。

こ
れ
ま
で
手
掛
け
た
商
品
は
、
食
品
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず

医
療
や
工
業
の
分
野
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

ゼ
ラ
イ
ス
社
の
商
品
開
発
を
支
え
る
中
央
研
究
所
の
研
究
員
た
ち
は

ゼ
ラ
チ
ン
の
主
成
分
で
あ
る
「
コ
ラ
ー
ゲ
ン
」
に
着
目
し

化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
新
商
品
の
開
発
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。

　
２
０
０
０
年
代
の
初
め
、「
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
美
容

や
健
康
に
良
い
」
と
話
題
に
な
る
と
、
美
容
製
品

や
健
康
食
品
の
各
メ
ー
カ
ー
は
こ
ぞ
っ
て
コ
ラ
ー

ゲ
ン
入
り
商
品
を
世
に
送
り
込
ん
だ
。
肌
に
塗
っ

て
浸
透
さ
せ
た
り
、
食
べ
て
直
接
摂
取
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
皮
膚
の
〝
ハ
リ
〟
や
関
節
の
痛
み
が

改
善
す
る
―
―
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
ブ
ー
ム
の
波
に
乗

り
、
こ
う
し
た
「
宣
伝
文
句
」
が
ち
ま
た
に
あ
ふ

れ
て
い
た
。

　「
当
時
は
ま
だ
、
皮
膚
に
浸
透
す
る
ほ
ど
小
さ
い

コ
ラ
ー
ゲ
ン
製
品
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」。
そ
う

話
す
の
は
、
ゼ
ラ
イ
ス
中
央
研
究
所
課
長
の
沼
田

徳
暁
さ
ん
。「
肌
か
ら
浸
透
す
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
」
の

開
発
に
成
功
し
た
研
究
員
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

ゼライス株式会社
中央研究所 商品開発グループ

課長

沼
ぬ ま

田
た

 徳
の り あ き

暁さん
主任

徳
と く

田
た

 礼
よ し

枝
え

さん
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技能検定合格証書を持つ
渡辺大貴さん。現在は技
能五輪全国大会に向けて
技能アップに励んでいる

後輩にもしっかり技能を継
承。「技能検定の情報もマ
ニュアル化して後輩に伝え
ていきたい」と語る

渡辺さんが部長を務める情報研究部。
ロボット開発チーム・ソフトチーム・ウェ
ブチームの 3つがある

渡辺さんがウェブデザインを始める
きっかけとなった、情報研究部顧問の
平子英樹教諭。「技能五輪でメダルを
取れるように協力したい」と語る

県
工
高
・
渡
辺
大
貴
さ
ん
が
東
北
初
の
快
挙

技
能
検
定「
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
２
級
」に
高
校
生
が
合
格

「
技
能
五
輪
全
国
大
会
」
へ
の
出
場
も
決
め
る

　
宮
城
県
工
業
高
校
の
渡
辺
大

貴
さ
ん
（
情
報
技
術
科
三
年
）

が
、
2
月
に
行
わ
れ
た
国
家
資

格
の
技
能
検
定
「
ウ
ェ
ブ
デ
ザ

イ
ン
2
級
」
に
合
格
し
た
。

　
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
よ

る
と
、
高
校
生
の
合
格
者
は
全

国
で
も
珍
し
く
、
東
北
地
方
で

は
初
め
て
と
な
る
。

　
検
定
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
構

築
の
た
め
に
必
要
な
専
門
知
識

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
わ
る

法
令
な
ど
の
知
識
を
問
う
学
科

試
験
と
、
画
像
の
作
成
や
加
工

な
ど
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
技

術
を
試
す
実
技
試
験
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
。

　
現
在
、
高
校
の
「
情
報
研
究

部
」
で
部
長
を
務
め
て
い
る
渡

辺
さ
ん
。「
毎
日
、
部
活
動
で

実
践
練
習
を
繰
り
返
し
て
い
た

の
で
、
実
技
試
験
に
は
自
信
が

あ
り
ま
し
た
。
検
定
合
格
は
、

部
活
動
の
お
か
げ
で
す
」
と
喜

び
を
語
っ
た
。

　
5
月
24
日
、
渡
辺
さ
ん
は
全

国
の
若
者
の
技
能
レ
ベ
ル
を

競
う
「
技
能
五
輪
」
の
全
国
予

選
会
に
参
加
。
こ
こ
で
も
ウ
ェ

ブ
デ
ザ
イ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
高
い
技
能
を
発
揮
し
、

県
内
の
高
校
生
で
は
初
め
て

と
な
る
全
国
大
会
出
場
の
切

符
を
手
に
し
た
。

　「
全
国
大
会
で
は
メ
ダ
ル
を

取
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
技
術
を
磨
い
て
い
き
た

い
で
す
」
と
渡
辺
さ
ん
は
力
強

く
抱
負
を
語
っ
た
。
技
能
五
輪

全
国
大
会
は
、
12
月
上
旬
に
千

葉
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報

○
新
規
大
卒
等
就
職
面
接
会

○
高
校
生
の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会

　
平
成
28
年
3
月
卒
業
予
定
の
高
校
・
大

学
の
新
卒
者
、
3
年
以
内
の
既
卒
者
を
対

象
と
し
た
「
新
規
大
卒
者
等
就
職
面
接
会
」

や
高
校
新
卒
者
を
対
象
と
し
た
「
高
校
生

の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会
」
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

・「
高
校
生
の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会
」

日
時
／
7
月
24
日
（
金
）

場
所
／
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー 

展
示
棟

※
気
仙
沼
市
・
石
巻
市
・
大
崎
市
・
塩
釜
市
・

白
石
市
で
も
開
催
し
ま
す

・「
み
や
ぎ
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

日
時
／
8
月
25
日
（
火
）

場
所
／
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー 

展
示
棟

・「
新
規
高
卒
者
就
職
面
接
会
」

日
時
／
10
月
29
日
（
木
）

場
所
／
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

○
学
都
「
仙
台
・
宮
城
」

　
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
2
0
1
5

　「
科
学
の
結
果
だ
け
で
な
く
〝
プ
ロ
セ
ス
〟

を
子
ど
も
か
ら
お
と
な
ま
で
五
感
で
感
じ

る
日
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
大
学
・
研
究

所
や
企
業
な
ど
の
研
究
者
・
技
術
者
等
に

よ
る
、
約
１
０
０
の
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
験
で
き
る
、
年
に
一
度
の
一
般
向
け
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
予
約
不
要
の
体
験
ブ
ー
ス
と
、

事
前
予
約
が
必
要
な
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
事
前
予
約

は
７
月
上
旬
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
先
着

順
に
受
け
付
け
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
7
月
19
日
（
日
）
9
時
～
16
時

場
所
／
東
北
大
学

　
　
　 

川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟

  

問  

／
0
2
2ｰ

7
2
1ｰ

2
0
3
5

　
　
　（natural science 

事
務
局
）

http://www.science-day.com
/

○
ナ
ー
シ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

　
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
D
M
A
T
）
で

活
躍
す
る
看
護
師
と
の
交
流
を
通
し
て
、
看

護
の
仕
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン

ト
。
高
校
生
向
け
の
看
護
分
野
へ
の
進
路
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。
参
加
者
の
申
し
込
み

は
E
メ
ー
ル
で
。

【
開
催
予
定
日
】

期
間
／
8
月
8
日
（
土
）

　
　
　（

1
回
目
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分
、

　
　
　（

2
回
目
）
15
時
～
16
時

場
所
／
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー 

小
会
議
室
２

対
象
／
中
・
高
校
生

申
込
／
６
月
29
日
（
月
）
～
７
月
10
日
（
金
）

　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

　
　
　

E
メ
ー
ル nagoyahi@

m
yu.ac.jp

件
名
に
【
Ｎ
Ｓ
Ｃ
】
と
入
力
。
本

文
に
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
希

望
の
時
間
帯
（
１
回
目
、
２
回
目
）

を
記
載
。

 

問 

／
0
2
2ｰ

3
7
7ｰ

8
2
9
5

（
宮
城
大
学
看
護
学
部
　
河
原
畑
）

　○
み
や
ぎ
カ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

　
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
研
修

　
東
北
各
県
の
大
学
・
高
専
・
専
門
学
校

生
な
ど
を
対
象
に
、
次
世
代
の
自
動
車
づ

く
り
を
担
う
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と
し

た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
仙
台
市
内
の

各
会
場
で
、
自
動
車
の
重
要
テ
ー
マ
全
般

に
つ
い
て
現
役
技
術
者
な
ど
か
ら
講
義
や

実
習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
現
在
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
各
講
座
の
参
加
申
し
込
み

を
受
付
中
で
す
。

【
開
催
予
定
日
】

期
間
／
8
月
10
日
（
月
）
～

申
込
締
切
／
7
月
17
日
（
金
）

 

問 

／
0
2
2ｰ

2
1
1ｰ

2
7
2
4

（
県
自
動
車
産
業
振
興
室
）

http://w
w

w
.pref.m

iyagi.jp/soshiki/
dousha/car-intelli27.htm

l

東
北
大
学
工
学
研
究
科
・
工
学
部

日
時
／
7
月
29
日
（
水
）、
30
日
（
木
）

場
所
／
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス

http://www.eng.tohoku.ac.jp/open/

東
北
学
院
大
学
工
学
部

日
時
／
6
月
27
日
（
土
） 

11
時
～
15
時
、

　
　
　

8
月
1
日
（
土
）、 2
日
（
日
）
9
時
～
15
時

場
所
／
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス

http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/
adm

ission/opencam
pus/

東
北
工
業
大
学

日
時
／
6
月
27
日
（
土
）、 

　
　
　

7
月
25
日
（
土
）、 

26
日
（
日
）、

　
　
　
10
月
17
日
（
土
）、 

18
日
（
日
）

http://w
w

w
.tohtech.ac.jp/adm

ission/
opencam

pus/

石
巻
専
修
大
学

日
時
／
6
月
28
日
（
日
）
10
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　

7
月
25
日
（
土
）、 

26
日
（
日
）

　
　
　
10
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　

8
月
23
日
（
日
）
10
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　

3
月
27
日
（
日
）
11
時
～
15
時
30
分

場
所
／
石
巻
専
修
大
学

http://www.senshu-u.ac.jp/ishinom
aki/

iadm
ission_info/event.htm

l

東
北
電
子
専
門
学
校

日
時
／
7
月
31
日
（
金
）
～
8
月
3
日
（
月
）

　
　
　
10
時
～
15
時
30
分

場
所
　
東
北
電
子
専
門
学
校

https://www.jc-21.ac.jp/taiken/open.htm
l

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

　
県
内
の
各
大
学
・
専
門
学
校
が
様
々
な

趣
向
を
凝
ら
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
足
を

運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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県
内
の
新
規
高
卒
社
員
の
早

期
離
職
を
未
然
に
防
止
し
よ
う

と
県
が
行
っ
て
い
る
「
職
場
定

着
向
上
事
業
」。
そ
の
一
環
と
し

て
、
高
校
卒
業
3
年
目
以
内
の

社
員
を
対
象
と
し
た
「
仕
事
の

や
り
が
い
発
見
!!
セ
ミ
ナ
ー
＆

異
業
種
交
流
会
」
が
、
5
月
20

日
に
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
鶴
田
弥

生
氏
が
、「（
仕
事
に
対
す
る
）

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
自
分
も
〝
楽
し
い
〟

と
感
じ
る
こ
と
が
重
要
」
と
話

し
、そ
の
た
め
に
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
た
。「
服
装
や

見
た
目
、
表
情
な
ど
第
一
印
象

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

始
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
鶴

田
氏
に
促
さ
れ
、
参
加
し
た
社

員
47
人
は
、
ゲ
ー
ム
に
見
立
て

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
。
自
己
ア
ピ
ー

ル
の
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、

会
話
を
楽
し
ん
だ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
「
異
業
種

交
流
会
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者

た
ち
は
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
た
。

　
県
内
企
業
が
高
卒
者
採
用
の

ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
学
ぶ
「
み
や

ぎ
企
業
採
用
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
・

高
卒
採
用
講
座
」
が
５
月
19
日
、

県
庁
で
行
わ
れ
た
。
講
師
を
務
め

た
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
55
代
表
取

締
役
の
高
木
茂
氏
が
、
参
加
し
た

企
業
の
採
用
担
当
者
に
対
し
、
現

在
の
高
卒
者
採
用
を
取
り
巻
く
環

境
や
選
考
試
験
の
ポ
イ
ン
ト
、
採

用
後
の
高
卒
者
が
社
員
と
し
て
定

着
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
高
木
氏
は
、「
企
業
が
ど
の
よ

う
な
考
え
方
を
持
ち
、
ど
ん
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
か
を
、
採

用
後
の
高
卒
者
に
は
っ
き
り
伝

え
、
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
」
と
強
調
。「
企
業
が
受

け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
こ
と
で
、

社
員
と
し
て
職
場
へ
の
定
着
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
話
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
県
が
県
内

企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る

た
め
2
0
0
9
年
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。
今
年
は
県
庁
の
他
に
、

県
栗
原
合
同
庁
舎
（
栗
原
市
）

や
県
気
仙
沼
合
同
庁
舎
（
気
仙

沼
市
）
で
も
開
催
さ
れ
た
。

　
5
月
12
日
に
は
県
庁
で
大
卒

採
用
講
座
も
開
催
さ
れ
た
。

企
業
が
高
卒
者
採
用
の
実
情
を
学
ぶ

「
み
や
ぎ
企
業
採
用
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」

㈱オフィス 55 代表取締役 高木茂氏優秀な人材を採用したい参加者は真剣に臨んだ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

「
仕
事
の
や
り
が
い
発
見
!!
セ
ミ
ナ
ー
＆
異
業
種
交
流
会
」

会場は初対面とは思えない和気あいあいとし
た雰囲気に包まれていた

　
高
校
生
の
「
も
の
づ
く
り
」

へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た

め
、
全
国
工
業
高
等
学
校
長
協

会
が
主
催
す
る
「
高
校
生
も
の

づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
5
」

宮
城
県
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

旋
盤
作
業
・
電
気
工
事
・
電
子

回
路
組
立
な
ど
6
部
門
で
、
県

内
の
工
業
系
高
校
の
生
徒
が
日

頃
の
練
習
成
果
を
競
い
合
っ
た
。

　
5
月
16
日
に
宮
城
職
業
能
力

開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
多
賀
城
実

習
場
で
行
わ
れ
た
、
木
材
加
工

部
門
で
は
、
出
場
し
た
12
人
の

生
徒
が
、
屋
根
の
骨
組
み
部
分

「
小
屋
組
」
を
題
材
に
し
た
競

技
に
挑
ん
だ
。

　
競
技
は
、
1
次
審
査
と
2
次

審
査
に
分
か
れ
、
1
次
審
査
で

は
、
木
材
を
加
工
す
る
際
に
目

印
を
付
け
る
「
墨
付
け
」
の
技

術
と
、
目
印
通
り
に
木
材
を
加

工
す
る
技
術
な
ど
が
問
わ
れ
た
。

そ
の
後
の
2
次
審
査
で
は
、
加

工
し
た
木
材
を
設
計
図
通
り
に

組
み
立
て
、
屋
根
の
骨
組
み
の

形
に
仕
上
げ
る
正
確
さ
な
ど
が

問
わ
れ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
1
位
の
栄
冠

を
手
に
し
た
の
は
仙
台
工
業
高

校
の
木
村
大
河
さ
ん
（
建
築
科

三
年
）。
2
位
に
は
石
巻
工
業

高
校
の
小
澤
海
斗
さ
ん
（
電
気

情
報
科
三
年
）、
3
位
は
古
川

工
業
高
校
の
佐
々
木
雄
大
さ
ん

（
建
築
科
三
年
）
だ
っ
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
の
ひ
と
り
は
、

「
成
績
上
位
の
作
品
は
、
細
か

い
と
こ
ろ
も
精
度
が
高
く
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。

　
今
回
１
位
に
な
っ
た
木
村
さ

ん
は
、
8
月
に
岩
手
県
奥
州
市

で
行
わ
れ
る
東
北
大
会
に
出
場

す
る
。

生
徒
が
技
術
力
を
競
い
合
う
「
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
5
」

宮
城
県
大
会
が
各
地
で
ス
タ
ー
ト

真剣な眼差しの出場選手たち。日頃、練習を重ねてきた自信と技術をもとに黙 と々作業を進める

12 人の出場選手の頂点に立った木村さん。
戦った仲間たちの想いを受けて東北大会に出
場する

墨付け、木材の加工、組み立て、そのすべて
の工程に細やかな精度が求められる

講師を務めた鶴田弥生氏
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高橋 宏治さん
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遊佐 有正さん
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お問い合わせ・申込みは

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます

次号予告 オガーレ ACE Vol.6は､2015年９月10日発行予定です。

ものづくりマイスター制度

ものづくりマイスター制度とは…

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業

若者のものづくり離れ、技術離れが見られる中、技能労働者の地位の向上を図り、若者が進んで技能者を目指す環境を
整備するために、高度な技能を持つ「ものづくりマイスター」を派遣する制度。企業・業界団体、教育現場の声を

採り入れながら、広く若年技能者への技能・技術指導を行います。

ものづくりマイスターは技能に優れ、技能維持・継承や
人材育成等の活動ができる技能者。厚生労働省が認定しています。

派遣対象
・宮城県内の中小企業（製造業、建設業）
・教育訓練機関（工業高校、職業訓練校等）

指導分野

製造、建設職種に対応

指導期間
【中小企業】1人最大20回まで
【教育訓練機関】1人最大10回まで
1回の指導時間は3時間までとなります。

指導内容
技能競技大会の課題または技能検定の実
技課題等を活用した実技指導

費用等
ものづくりマイスターに対する謝金、旅費、
材料費【上限 2,160円／人（税込）】は宮城
県技能振興コーナーが負担します。

申込み

随時（当コーナーまでご相談ください）

ものづくりマイスター
制度の仕組み

宮城県
技能振興コーナー

●企業等の若年労働者
●業界団体の若年労働者
●教育訓練機関の生徒

●若年技能者の人材育成に
  係る相談・援助
●ものづくりマイスターの
  派遣コーディネート

ものづくり
マイスター

ものづくり
マイスター
データベース

シンボルマーク＝「継承される技能」
ものづくりマイスターの「Ｍ」の字を

モチーフに、２人の技能者を表しています。
左側は手を動かし研鑽を積んで

成長している若年技能者、右側は
ものづくりマイスターを表しています。 

優れた技能を確かに伝承する
「厚生労働省

ものづくりマイスター」の
シンボルマークが決定しました

利用者が増えています！

5職種
39回・462人 

平成25年度

８職種
219回・1,502人 

平成26年度
●高等学校 ： 165回・1,180人
●公共職業訓練校 ： 6回・42人
●中小企業 ： 48回・280人

実技指導月別回数
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 ぜひご活用
ください！

学びの環境づくりから未来の人材育成へ

若年技能者の人材育成・技能継承をお考えの事業主・教育機関等の皆様へ

実技
指導

認
定
・
登
録相

談

派遣依

頼

技の肖像
江雲堂 登米店

松笠風鈴

「設備工事」業界
資格アレ・コレ 

特集・業界の勉強

ま つ か さ


